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参加者：小野崎　敏（日鐵鉱業㈱　名誉顧問）
村串仁三郎（法政大学名誉教授）
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司　会：萩原　　進（法政大学経済学部教授）
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第16回森嘉兵衛賞に輝く写真帖『足尾銅山』
萩原（司会）　今から20年ほど前のことですが，法政大学経済学部の卒業
生たちが学部同窓会を結成しました時に，同窓会の事業の一つとして森嘉
兵衛賞という学術賞を設けることが決まりました。（故）森嘉兵衛先生は，
法政大学経済学部の出身で，岩手大学の教授をしておられました。地方経
済史，特に南部藩の経済史を研究されておりまして，多くの業績を残した
方でした。賞の対象として，法政大学の関係者，卒業生とか法政大学で教
えておられる先生などの優れた研究とともに，法政大学の関係者か否かに
関係なく地方史研究でいい仕事が出た場合に，顕彰しようということでや
ってきました。幸い今回2007年度をもちまして，賞発足以来16回目の表彰
になりました。
今回は２人の方が受賞しましたが，その一つが，本日皆様に議論をして
いただくことになっております小野崎敏編著『小野崎一徳写真帖・足尾銅
山』です。小野崎一徳写真帖，一徳の読み方は，「いっとく」なのですか，
それとも「かずのり」と読むのが正しいのですか……。
小野崎　通称としては「いっとく」と言っています。本人は「かずのり」
と言っていましたが，われわれはずっと「いっとく」と呼んできました。
萩 原　では，「いっとく」で行きましょう。2006年12月に『小野崎一
徳写真帖・足尾銅山』という本が出版されましたが，これが2007年度の受
賞作です。今日はこの本をめぐっていろいろ議論していただきたいと思い
ます。最初に自己紹介をお願いします。まず始めに受賞者である小野崎さ
んからお願いします。
小野崎　今日は立派な賞をいただきまして，まことにありがとうござい
ます。午前中に表彰式が終わりまして，今日この席に出ています。私が書
き残した『写真帖』が立派な賞を受けて光栄に存じています。
私は1934年に生まれました。栃木県の足尾銅山の小野崎写真館という，
古河の御用写真師の家の息子として生まれまして，私で３代目です。古河
市兵衛が足尾銅山を開発したのが明治10年と聞いています。その時代にお
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そらく古河市兵衛が何か記録を残しておこうというような要望があったの
でしょう。江崎礼二という江戸の浅草の早撮り写真家に写真を撮って欲し
いと申し出ていましたところ，では，おまえ，行けよというようなことで
足尾銅山を撮ることになったのが私の祖父だと聞いています。私の祖父は
岐阜の大垣藩の旗持ち奉行の家に生まれています。
私は３代続いた写真屋の息子ですが，私は３男でして，サラリーマンに
ならねばならない立場にあったし，私もサラリーマンになりたいと思って，
学校は工学部を出ましてサラリーマンになりました。それで銅の世界では
なくて鉄の世界に入ったわけです。私は生来，本読みでして，学生時代か
らいろいろな本を読んでいました。いろいろな本を集めて読んでいるうち
に，私の祖父の写真がかなり残っていることが，主として「足尾銅山図會」
という『風俗画報』の特集号からわかりました。それで，じいさんの写真
を集めてみたいと思いまして集めたわけです。でも，私の家には写真が残
っていませんで，ほとんど神田の古本市，古本屋を中心に集めました。
その集めたものをどうしようかと思案していましたが，会社を辞めてか
ら，やはり記録として残しておこうと考えていたところ，幸いにもある出
版社から残してみないかというご要請がありましたのでまとめてみまし
た。どんな意図でまとめたかというと，いままでの鉱山史の語りは文献と
か人伝えの情報を大事に書いていて，写真記録を中心にした語りがなかっ
たものですから，写真記録を中心にする。その写真も単なる写真だけでは
なくて絵はがきも含めて，それを中心に鉱山史を書き残しておこう。あわ
せて地方の，当時の鉱山だけではなくて林業とか何かの記録もまとめてお
こう。最大の観点は公害防止問題，公害問題です。公害問題については，
記録は少なかったですが，写真がたくさんあった。そういう背景の中でま
とめたいということでまとめたわけです。
村 串　私は２年前に法政大学の教員を定年で辞めました。それ以前は
鉱山の労使関係を勉強していました。特に「友子」というのを勉強してい
まして，昨年，やはり森嘉兵衛賞の特別賞というのをいただきました。
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足尾銅山については，広い意味で鉱山研究に関心があったのですが，あ
まりにも近くに足尾銅山があるので，いつでも研究できるというようなこ
ともあって，足尾銅山について詳しく研究したことはありませんでした。
ただ，もう10年以上前だと思いますが，足尾銅山の友子制度について研究
しました。論文を書いたりして，一昨年発表した『大正，昭和期における
友子制度の研究』という賞をいただいた本の中に入れてあります。
そういうことですから鉱夫の側からしか足尾銅山を見ていないのです
が，かねがね同じ研究会で小野崎さんの足尾銅山についての細かい研究を
拝見していましたので，ぜひ１冊の本にまとめたらどうかということをか
なり早くから言っていました。一昨年，本が出版されたので読んでみたと
ころ，大変な労作だと感心しています。
菅 井　私は全国の鉱山の公害問題をやっていまして，その中で最初に
取り組んだのが足尾銅山です。その関係で，鉱山のことはわからないもの
ですから，金属鉱山研究会，今は名前を改めて鉱山研究会となっています
が，そのメンバーに入れてもらいまして，鉱山の生産過程とかを学んでき
ました。
小野崎さんとは釜石鉱山におられる時に２，３度お邪魔して中を見せて
いただいたりしていました。今度はおじいさんの一徳写真帖を出されたり，
『足尾銅山物語』を出されたり小野崎さんの博識ぶりに，私などとてもつい
ていけないところがあります。今日の座談会も本当に私が受けてよろしい
のかどうかと問い合わせました。私の場合はどちらかというと渡良瀬の下
流の立場から足尾銅山を見てきましたので，その視点からコメントさせて
いただきたいと思います。
土 井　私は大学時代に足尾銅山の，1907年に起きた暴動の研究から研
究という道に進みまして，それ以降もずっと足尾の研究をやっています。
具体的な内容に関しましては足尾暴動からさらに鉱夫の，先ほど村串先生
がおっしゃった「友子」という労働者の社会に関心が広がっていき，その
のち，現在は鉱山の労働市場などを中心に研究しています。
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小野崎さんとは金属鉱山研究会でお会いしました。それ以降，研究上の
アドバイスをいただいたり，小野崎さんがご所有の貴重な史料などをわざ
わざ九州まで送っていただいて，お借りして拝見させていただいたり，い
ろいろお世話になっています。今日はお招きいただいたことを光栄に思っ
ています。
萩 原　本日司会を務めさせていただきます萩原です。私は同窓会の森
嘉兵衛賞の選考委員もやっています。せっかくいい賞を同窓会が作ったの
に，経済学部学会がこれまでちゃんとした扱いをしてきませんでした。そ
れを反省しまして，一昨年2005年度から，受賞作については，学部学会の
紀要である『経済志林』で特集を組んで大々的に扱うことにしました。受
賞者を囲んで必ず座談会をやることにしたのです。これまでの研究を総括
しながら今後の研究課題を整理しておく必要がありますので，座談会を企
画しまして突っ込んだ議論をしていただくことにしました。昨2007年か
ら，座談会の記録が『経済志林』に掲載されるようになりました。
法政の経済学部では大半のゼミが，年度末にゼミの卒業生を送り出す“追
い出しコンパ”（オイコン）をやるのが年中行事になっております。私立大
学は，１月末に学期末試験が全部終わってしまいますので，２月に入ると
すぐに「オイコン」になります。私のゼミは，去年の２月は，鬼怒川温泉
の万葉亭という卒業生の実家が経営している温泉旅館でオイコンをやりま
した。卒業旅行を兼ねたオイコンといっても，温泉に入ってリラックスし
て一晩徹夜で飲み明かすだけなのですけれども……。（笑）
でも，少しは勉強もしようというので，帰りに銅山観光で有名な足尾鉱
山の見学をして帰ろうと提案しましたら，みんないやだと言うのです。（笑）
鉱毒事件で悪名高い足尾鉱山に，しかも真っ暗な坑道をトボトボ歩くだけ
で何を見てくるのですかというのです。しかしとにかく銅山遺跡の見学計
画を立ててみてくれと，オイコン委員に頼んでおいたのです。学生が調べ
たところ，足尾銅山記念館は冬場は休館だという。足尾銅山観光の方も冬
はやっていないというので，私は学生に，もっとネットでていねいに調べ
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てみろと言ったら，銅山観光の方はちゃんとやっていたのです。鬼怒川か
ら東京に観光バスで帰る途中，足尾町の昔の通洞で下車して，足尾銅山跡
を見学してきました。学生たちの反応は，初めて金属鉱山の保存された姿
を見学できてたいへんおもしろかったと言っていました。その時にお土産
屋でいろいろ記念品を買いましたが，この『一徳写真帖』もそのとき買っ
たのではないかと……。
村 串　違うよ。その時はまだ出ていないはずだよ。
小野崎　去年は置いてあります。
村 串　まあ，いいや，僕が贈ってやったのだが，君がそこで買ったこ
とにしておきましょう。（笑）
萩 原　あなたからもらったのか。そうでしたね，すっかり忘れていま
した。
貴重な写真がどうして残っていたのか
萩 原　今回，司会をやらなければいけないというので，『一徳写真帖：
足尾銅山』をあわてて引っ張り出してきて一読してみました。私は，専門
が労働経済学とかアメリカ労働史ですので，足尾銅山に関してほとんど何
も知らないのです。ですが，『一徳写真帖』を読んでちょっとショックを受
けました。村串さんの友子研究を読んだときもショックを受けたのですが，
鉱山に関するこんなすごい写真帖を見たのは初めてだったからです。私も
専門柄，労働史や技術史に関して，ドキュメンタリーな資料をできるだけ
集めてきてはいるのですが，とにかくこの写真帖に収録された銅山や精錬
所の膨大な写真群を見て非常なショックを受けました。今日は写真を楽し
みながら司会をやらせていただこうと思っています。
まず始めに著者の小野崎さんから，小野崎写真館にこれだけの膨大な写
真がなぜ残ったのか，もう少し詳しく述べていただきたいと思います。そ
れから，この本が出るにいたった経緯，なぜこういう風な写真帖にまとめ
ることができたのか。たまたま引き受けてくれた出版社があったからとい
127小野崎敏編『足尾銅山−小野崎一徳写真帖』
128
うことでもないと思いますので，そのへんについてまず小野崎さんにお話
しいただきたいと思います。
小野崎　なぜ残ったかということですが，一番の原因は，古河市兵衛と
いうオーナーが自分の足跡を残そうということで写真を撮らせたことでは
ないかと思っています。私の一徳は幸いにもその場所にいて，彼の師であ
る江崎礼二に言われて撮ったということではないかと思います。鉱山の記
録がこういう形で残っている，写真を残したというのはすばらしいことだ
と私は思っています。
今はすばらしいことだと思っていますが，写真を集めるのにいかに苦労
したかということをまずお話ししたいと思います。とにかく写真があるこ
とはわかったのですが，我が家には１枚もない。古河社に聞いたけれど，
古河社は出してくれない。この程度はあるよと見せる程度でした。では，
集めてみようということで集めたのですが，国会図書館にはありません。
言い伝えに聞きますと，じいさんはかなり写真を撮った。その一部が「足
尾銅山図會」に出ている。では，『風俗画報』の特集号を見て「足尾銅山図
會」の写真を集めてみようということで，現実に全部集めました。古本屋
にこういう史料が欲しいのだけど探してくれないかと頼みましたし，持っ
ていそうな人を当たって，出してくれないだろうかというふうなことで集
めました。
いま先生から光栄にもこの「写真集」を高く評価していただきましたが，
私の集めた写真は1000枚以上ありまして，これはそのうちの200枚ぐらい
なのです。あと800枚ぐらいあります。それをまた違う角度で切っていく
と，なおすばらしいものができるのではないかと私は思っています。オフ
レコになるかもしれませんが，私がこの写真集を始めたら，古河さんも写
真を出してくれました。それがかなりありまして，７，800枚ありまして，
それを今もお預かりしています。それを合わせますと日本の鉱山史という
か，産業史というか，そういうものが違った角度で見えてくるのではない
かと思います。私はぜひだれかが，私だけではできないと思うので，まと
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めていただくとありがたいと思っています。これは一つの一里塚であって，
一徳の写真帖を通してそういうものが出てくるのではないか。
私は鉱山会社に入って，鉱山会社の中にいましたので，日本の鉱山の残
っているところも含めてだいたいの事業所を見ることができました。その
時に，写真屋の息子ですから写真に興味がありまして，写真集はないか，
写真があったら見せてくれないかというようなことでとにかくいろいろ見
て歩きました。まずすごいなと思ったのは住友です。それと，比較的残っ
ていたのは小坂です。あと，日立です。でも，一番残っているのは，私が
集めてみてやはり足尾だなと思いました。これ以外に絵はがきも600枚ぐ
らい集めました。絵はがきも，いろいろな鉱山会社なり，製鉄会社，精銅
会社，非鉄も含めまして集めましたが，一番残っているのは足尾ではない
かと思っています。
村串先生にも「あなた，写真屋の息子だろう，その切り口で何かまとめ
ろよ」と言われまして，その当時すでにまとめたものが少しありましたの
で，それにプラスアルファして出版社のプロデュースの中でまとめたのが
今回の写真集です。
萩 原　写真帖の出版経過に関係したことでほかに何かございますか。
村 串　この本そのものの評価にかかわりますが，私も産業史めいたも
の，あるいは技術史めいたものを講義したりしてきました。素人から見る
と，鉱山にしても，製錬所にしても，イメージが全然湧かない。本だけで，
論文とかレポートだけで生産現場を想像しているわけです。外国のイラス
トレートみたいな図がたくさん入っている本を見て，ああ，そうかと思っ
たりしていました。
いままでの産業史とか技術史はイメージがなかなか具体的に出てこな
い。映像がない。文字で書かれた歴史です。この足尾銅山の『一徳写真帖』
は，決して十分とは言えないけれど，写真という手段で技術や産業の側面
を詳しく，いわばビビッドに示した。これはいままでの産業史とか技術史
に非常に欠けていたことではないか。外国の研究は，外国と言っても私は
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イギリスしか知りませんが，イラストレーションとか写真を使っているの
が多いのです。ところが日本の学術論文は写真を入れると何か邪道みたい
な感じで，写真はまったくない。（笑）そういう意味で積極的というか，画
期的な意味があると思います。この本の中でも東大の鈴木さんがその点を
強調されています。今後，歴史研究でも写真を掘り起こして，写真をうま
く利用すれば，歴史がビビッドになるし，学生たちも一般の人もリアルな
ものから入っていけるのではないか。そういうものすごく大きな意味を感
じました。
萩 原　各論に入る前にお１人ずつ感想をお願いします。
『写真帖・足尾銅山』の表紙写真
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菅 井　いま村串さんがおっしゃったこととまったく同じです。私も足
尾銅山にはずいぶん前から，1970年ぐらいから通っていますが，具体的イ
メージは，歴史的にさかのぼっていくほどイメージはなかなかありません。
私は一橋大学にいた時，永原先生から足尾暴動事件のあとの写真というの
を１枚いただいたことがあります。完全に廃墟になった写真です。それを
捜したけれど，出てこないのですが。とにかく写真の訴える力，映像の訴
える力というのはすごいですね。今の学生には映像がないと本当にわから
ない。
『写真帖』を見た時，当時のジャーナリストなど足尾に行くと心が変わっ
てしまう人がいたというのもわかります。渡良瀬の下流で鉱毒の被害を取
材した後で，上流に行って見ると，これはすごいと変わってしまったので
すね。当時の足尾銅山の施設とか機械類を見ると圧倒されるところがあり
ますね。ジャーナリストの目から見るとものすごく興味があるものだとい
う感じがします。そういうことをわれわれにもイメージさせてくれる，歴
史的にもイメージさせてくれる『写真帖』だと私も思います。
労働者の働く姿がたくさん出てくる精錬工場の写真
土 井　『一徳写真帖』の特異な点でもありますが，イメージを抱くうえ
で，人間がたくさん写っているというのはすごく大きなポイントだと思い
ます。私は労働史を研究していますし，あと九州大学で史料整理のお手伝
いなどをさせていただいてきましたが，そこで絵はがきとか写真とか手に
触れて見る機会がよくあります。しかし，鉱山の写真とか絵はがきはもう
決まりきっていて，例えば近代的な設備であれば設備の写真だけ，近代的
な建築物であればそれを遠目から写した写真。そういうのがパターンとし
てある中で，『一徳写真帖』というのは，例えば近代的な設備を撮るにして
もそこに必ず人間が写っている。建物を撮るにしても人間が写っている。
人間というのは鉱山を考えるうえで絶対に無視してはいけないポイントだ
と思います。ファクターだと思います。
小野崎敏編『足尾銅山−小野崎一徳写真帖』
132
ご存じのように鉱山は労働集約的な産業です。そういう鉱山という場所
に数千人から，多いところでは数万人が生活しながら労働しています。鉱
山というのは，近代的な設備があって，近代的な建築物があって，さらに
そこに数万人の人間たちがドサッといて，それぞれがいろいろな職種に分
かれて組織的に働いている。これが鉱山だと思います。この歴史的な鉱山
をイメージするのはなかなか難しいのですが，『一徳写真帖』はそれをまさ
に見える形でボンと出してくれる。これはこの写真集を読んですごく感動
したところです。
小野崎さんの著書を読むと，一徳さんというのは設備の大きさとか建物
の大きさをわかりやすく示すために必ず人をそこに立たせたと言っていま
す。もちろんそういう写真もありますが，それ以外にも日常の一場面を切
り取った写真もたくさんあります。この労働者の姿に私はすごく感動しま
した。
村 串　今の話を象徴的に示しているのが，写真帖の表紙に使っている
写真ですね。この写真は当時の，当時のといっても何年……。（写真帖の表
紙に使われた写真を参照）
小野崎　明治20年ぐらいです。
村 串　その頃の労働者の顔を写真で見ますと，顔を見ただけで歴史が
わかってくるのではないかという気さえします。無知蒙昧な鉱夫という鉱
夫のイメージが一般にありますが，しかし，この写真を見ていると知的な
ものを感じさせる人さえたくさんいます。夏目漱石の『坑夫』という小説
の基になったノート，そのノートを書いた人は大学生で足尾銅山へ入って
いった人です。そういう風な人たちもかなりいたわけです。この写真を見
ていると，働く人たち，当時の鉱夫の人たちのいろいろな背景やら何やら
が感じ取れます。もちろん鉱夫の歴史をある程度知っているからこそです
が。
この人など，インテリそのものではないですか。この端っこの，ちょっ
と青白い人。
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小野崎　柱の横にいる男ね。
村 串　そう，どういうふうに言ったらいいのか。これだけではないけ
れど，写真から知的な労働者像が浮かび上がってきます。
小野崎　ぼくはこれをもって歴史館で説明していますが，小野崎一徳は
この時いくつだったかというとだいたい20代です。だから，年齢が同じぐ
らいなのです。小野崎一徳は常に現場に行っているから，こういう人と気
持ちが通じてやっていたと思うので，あまり写真屋に撮らせるような顔を
していないのです。だから，一徳はこういう人々とわりあい接触していた
のではないか。
土 井　労働者に対する偏見とかそういうものもなかったのですか。
小野崎　私はそういうふうに思います。
菅 井　これだって，いっぺん止めて撮るわけですよね，当時の写真機
からすると。
小野崎　当時はシャッターもない時代ですから，感度が悪くて２秒ぐら
いかかったのではないか。ASAという感度でフィルムが10以下だったので
はないか。
日本で乾板写真が入ってくるのが明治15年です。小野崎一徳は明治16年
からここを撮り始めまして，これは乾板写真です。湿板写真ではありませ
ん。坂本龍馬とかの写真は，あれは湿板写真ですので映像がどちらかとい
うと暗い。乾板は湿板と違って映像がクリアに出ると思われます。
土 井　手前に写っている少年などはもしかしたら鉱夫見習い，手子（て
こ）と呼ばれる労働者たちだった可能性がありますね。
小野崎　足尾の歴史館にこれを置いておきまして，これ，あなた方はこ
の写真の子孫かと聞きましたけど，じいさんだと言い当てる人は１人もい
ません。あと50年後ぐらいになりますと，これはうちのじいさんだとか何
とか言ってくる人がいるでしょうが，４代ぐらいたってからなのでしょう。
ひいじいさんの写真でもないでしょうから，私はこの人の子孫ですという
人はまだ１人も出てきていません。
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萩 原　私は特に労働者の服装と履物に興味を感じますね。今年の３月
に大阪にゼミ生と修学旅行に行きまして，江戸時代の住友銅吹所（製錬所）
関係の資料を少し集めてきました。大阪歴史博物館主催の平成15年の特別
展「よみがえる銅（あかがね）」のカタログや住友史料館の資料などです。
『鼓銅図録』は住友銅吹所を描いた浮世絵なのですが，幕臣で大阪の銅座役
人を勤めたことがある有名な大田蜀山人が題字を書いています。『鼓銅図
録』にでてくる精錬所の絵では，労働者は裸足（はだし）もしくは草履履
き（ぞうりばき）で働いているのです。草履はもちろん雪駄ではなくただ
の藁草履（わらぞうり）です。解説によると，『鼓銅図録』は浮世絵ですの
で，銅吹を美術的に描き出すために草履履きにしたのではないかと推測し
ています。製錬の仕事は，千何百度という温度のところでやっているわけ
ですから，草鞋（わらじ）や草履では熱くて仕事ができなかったはずであ
る。だから，絵師はたぶん現場を見ないで描いたのではないかとも言って
いる。でも，この『一徳写真帖』を見ると，ユニフォームというか作業服
が意外に軽装で，それから，履物は草履ですよね。
小野崎　草履しかないです。
萩 原　ただ，足尾銅山の方は足袋を履いていますね。住友銅吹所の方
は素足に草履です。ですから，歴史学では労働史でも産業史でもどんな分
野でも，史料としてはこういう写真や絵で残った史料が第一級の根本史料
なのではないでしょうか。これを見せられると資料にもとづかないいいか
げんな分析などは直ぐに吹っ飛んでしまいますね。
菅 井　１枚でわかるというところがありますね，たしかに。
萩 原　もう一つ，映像と，特に文学作品の場合は音が大事です。例え
ば夕方に豆腐屋が豆腐を売りに来た時，豆腐屋が吹くラッパの音（ね）が
わかっていないと，夕暮れ時の微妙な味わいはたぶんわからないのではな
いかと思います。フィーリングというか，感じ取れるものというか，映像
と音声が大事なのです。足尾銅山で働いていた人たちがどういう言葉をし
ゃべっていたかとか，そこまでわかればあとはもう何もいらない……。
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菅 井　そういうのが伝わってきますよね。
村 串　言葉ということで言えば，私の本に載っていますが，足尾銅山
の友子の規約がありまして，その規約に話し言葉的な言葉がたくさん出て
います。漢字に仮名のルビをふってある。これはもともと二村さんが発見
して，私はそのコピーをもらったのです。二村さんもときどきルビを打っ
ているけれど，今度の私の本の中ではそれを省いてしまっているけれど，
その言葉がすごくおもしろい。ただ，残念ながらその友子規約はどこかに
消えてしまって，いくら捜しても出てこない。出てくると非常におもしろ
かったけれど。
江戸期の日本は三大産銅国の一つだった
萩 原　この本の第一印象はそんなところでよろしいでしょうか。これ
から各論に入らせていただきます。最初に，村串さんからは鉱山労働史に
関していつも教わる一方だったのですけれども，ぼくが唯一村串さんに教
えてあげたことがあります。アダム・スミスの『国富論』（1776年）の中
にジャパンとジャパニーズという言葉が出てくる箇所が６ヵ所あります。
一つは，喜望峰の発見に伴う東インド航路の出現に言及した箇所です。喜
望峰回りで，西洋人が言うところのイースト・インディース（東インド諸
島）に行けるようになった。
菅 井　当時は東を回るんですよね。
萩 原　東インド航路が発見されたことによって，イースト・インディ
ースとヨーロッパが一つの交易圏になった。東インド諸島の一部として，
ジャパンというのが出てきます。そのほかの５箇所は，全部ジャパンのマ
イニング（鉱業）に関する記述です。銅と金と銀の産出量のことや，金・
銀の交換比率の話です。
ジャパンの銅の話が出てくるのは，キャナン版『国富論』の168ページで
す。このページは，経済史のいろいろな方が言及している有名な箇所です。
コール（石炭）の場合は，理由ははっきりとは書かれていないのですけれ
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ども，マーケット（市場）の広がりがあまり広くない。ところがコパー
（銅）などのメタリック・マインズ（金属鉱山）の産物は，市場がたいへん
広い。例えばといってスミスは，ヨーロッパの銅の価格はジャパンの産銅
量によって左右される場合が多いと述べている。アダム・スミスの頭の中
では，ディスタントな（遠い）国の例としてあげられるのは，ジャパンな
のですよ。非常に遠いところ，同一の市場を構成しているとはとても考え
られないようなさいはての国として，ジャパンが出てくるのです。その日
本の銅の輸出価格が，ヨーロッパの銅の相場を左右していたということが
『国富論』の168ページに書かれています。
あと金，銀の話も少しは出てきますが，今日は金，銀の話ではないので
これ以上触れることはしません。『国富論』は1776年に初版が出ましたか
ら，18世紀の後半の話です。18世紀の後半だと，金属はどこで取引が行わ
れていたのでしょうかね。ロンドンなのかアムステルダムなのかわかりま
せんが，ヨーロッパの銅の相場は，日本からの銅の輸入量によって影響を
受けたとはっきり書いています。そうすると，日本の銅は日本経済の中で
かなり大きな比重を占めていただけでなく，輸出を通じてアジアやヨーロ
ッパの経済にも一定の影響を持っていた，そういう製品だったのではない
でしょうか。
日本経済の中で産銅業が占めている位置について，少し足尾鉱山とは離
れますがどうお考えですか。
村 串　講義が終わった途端にすっかり忘れてしまったな。
小野崎　私の調べた範囲ですが，17世紀から19世紀にかけての江戸幕府
時代の日本における産銅量は50万トンから60万トンの間だった。世界のナ
ンバー３の中に入っていた。日本の銅が世界のマーケットを支配していた
という話は聞いています。これが一つ。
それから，ロンドン相場とか何かが出てくるのは20世紀に入ってからで
す。それまでは売り屋と買い屋の間で，相場で決まっていて，それを当時
仕切っていたのが東インド会社です。東インド会社が対応して，1610年ぐ
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らいですか，長崎で商売していたということは聞いています。その時に幕
府の交易をやっていたのが長崎奉行です。その時の長崎奉行との値段交渉
がかなりシビアだったのではないですか。日本が輸出するのは，絹はまだ
輸出するに至らなくて，銅とお茶と漆器と陶器ぐらいだったと聞いていま
すから，銅についてはかなり売り手市場にあったのではないでしょうか。
萩 原　江戸時代の日本の輸入品というと，更紗（さらさ）という木綿
のきれいな織物，特にインド更紗が有名です。東インド会社は，日本に大
量に更紗を輸出し，それで陶器とか漆器とか茶とかを持って帰るという貿
易をやっていました。ぼくは，繊維産業には特に興味を持っていまして，
一時期更紗に凝ったことがありました。インドから来る更紗のデザインが，
だんだんと松とか鶴とか日本人好みのデザインに変わっていくのです。た
ぶん日本から入ってくる陶磁器のデザインを見て，日本人はこういうデザ
インが好みのようだから日本人好みのデザインで織って輸出してやろうと
いうことになったのではないでしょうか。京都にインド更紗のコレクショ
ンを持っている問屋さんがありますが，東インド会社はかなり活発に，日
本と当時の東インドとヨーロッパの三つをつないで貿易をやっていたとい
う感じがします。その中心が銅ですね。
小野崎　その銅が何に使われたかというと，主としてコインだというの
です。まだ電線工業だとか機械工業は発達していませんから。中国とかヨ
ーロッパにしても銅を，金貨，銀貨はさて置きまして，銅貨の原料として
日本の銅を欲しがったということが私の調べた範囲でわかっています。
菅 井　長崎の出島貿易に関しては，研究者の名前は忘れたけれど，『長
崎奉行の研究』（思文閣出版）という本が最近出ましたよね。
小野崎　著者は鈴木康子さんと言ったかな。
菅 井　あと，あの時代は清国との貿易がありますよね。
小野崎　清国も日本の銅を当てにしていたのでしょう。
萩 原　江戸時代の銅山の技術的なレベルは，精練も含めてですが，ど
のぐらいのレベルだったのでしょうか。世界のトップレベルとあまり変わ
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らなかったのでしょうか。
小野崎　世界のトップレベルではなかったと思います。銅精練の技術は
もともとは自然銅から，青銅器時代は自然銅からやっていましたが，それ
が鉱石の時代になると，鉱石はほとんどが酸化銅鉱中心の精練のようでし
た。日本は酸化銅が少なくて，鉱山の硫化銅からの精練になりますから，
精練しにくかった。技術的に日本の銅は精錬しにくい銅鉱石で，事前に焙
焼が必要でした。いったん酸化銅にしてから精練していくという形で精練
しますが，その時に公害が起こる。だから，必然的に江戸時代から公害は
かなり起こっていたのでしょう。
萩 原　自然銅というのは，石炭だと露天掘りの石炭をイメージすれば
よいのでしょうか。純度の高い銅がそのまま地表に露出していたというこ
とですか。
小野崎　キプロス島からカッパーという名前が出てきたそうですが，も
ともと金属資源は全部マグマから上がってきて地表なり地中に出ていま
す。地表に上がってきて，本来ならば地表に出てくると自然の空気で酸化
されます。その時に特定な原因で，例えば木を燃やしたり何かして自然に
還元が起こって，山火事か何かで自然銅になったりしてということで自然
銅が表面に出ていたみたいです。
もう一つ，鉱山には硫酸銅と言いまして，タンパンと言いますが，酸性
の液が流れます。そこに銅のかけらが入ると，化学名では硫黄化現象と言
いますが，銅が硫黄化現象で自然銅ができます。そんな形でタンパンが流
れるところに自然銅ができていたという説もあります。自然銅ができた理
由には２つの説があるわけです。金はそのまま自然金で出ていますが，銅
というのは酸化しやすいのです。
萩 原　一度還元しなければだめだということですね。
小野崎　そうです。酸素がくっついていたり，硫黄がくっついていたり
で，還元しなければだめなのです。和銅年間ぐらいに銅が出て和銅という
年号ができたり，奈良の大仏を銅で鋳ったり何かしていましたから，精銅
小野崎敏編『足尾銅山−小野崎一徳写真帖』
140
技術は日本はかなり古代からあったのではないでしょうか。
萩 原　鉱山の中での採鉱は，金堀大工が鏨（たがね）と鎚（つち）で，
手作業で鉱石を崩し取り，それを運搬夫がモッコなどに入れてかついで製
錬所まで持っていく。そして選鉱して精練に入っていくわけですね。さら
に湧水の水を，処理しなければならない。18世紀のヨーロッパでも，鉱山
の機械化はあまり進んでいませんよね。
小野崎　産業革命前ですから。
萩 原　そうすると，ヨーロッパの技術とあまり違わなかったと言って
よいのでしょうか。欧州も日本も，精練の部門も採鉱の部門も手工業的に
やっていた。
小野崎　そうでしょうね。変わってなかったと思います。日本でも鏨と
ハンマーですから，あまり深くまで入れませんので。どちらかというと地
表に，表面に近いところを掘っていて，あまり地下まで入れなかった。地
下に入るようになるのは，削岩機という技術，ダイナマイトの技術，ポン
プとかブロワーが出てからの時代です。
萩 原　日本は火山列島ですので鉱脈がわりと豊かだった。
小野崎　そうです。おまけに表面に出ていた。
萩 原　資源の賦存状態が，輸出産業を生み出すだけの条件に恵まれて
いたと言っていいのでしょうか。
銀の産出量でも日本は際立っていた
小野崎　そうですね。金にしても銀にしても。だから，黄金の国ジャパ
ンと言われた。先ほど先生から『国富論』の話が出ましたが，アダム・ス
ミスはシルバーのことは書いていませんか。銀もすごかったのです。
萩 原　日本は銀が豊富だったから，金銀の交換比率（比価）が１対８
だと言っています。スミスがそのことを知っていたということは，ヨーロ
ッパではかなり知られていた有名な事実だったのではないでしょうか……。
小野崎　ぼくもスミスのそのことは初めて聞きました。
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萩 原　ぼくは昔1970年代の半ばですが，ハンガリーに調査に行ったこ
とがありました。その時，ハンガリーの鉱山の見学をさせてもらったので
すが，案内してくれたガイドが「この鉱山を経営していたハンガリの貴族
は日本の住友のような方で……」と突然言いだしたのです。「住友」という
言葉がいきなり出てきたので，スミトモ，スミトモ，何のことだろうかと
一瞬戸惑いました。「住友」という名前は，かなり前から国際的だったよう
です。スミスは，産銅国・日本について書いていますし，日本はほんとう
に金，銀，銅がたくさんとれる国だった。大阪で銅の精錬を一手に引き受
けてやっていたのが住友という鉱山業者だったわけです。
土 井　住友といえば別子鉱山ですね。
萩 原　わたしはそういうことを，最近まで全然知りませんでした。日
本人としてほんとうに恥ずかしく忸怩たる思いがいたします。
小野崎　江戸時代の住友は，屋号は泉屋でしょう。おそらく泉屋，泉屋
で通っていたと思います。住友で通るようになったのは明治以降でしょう。
銅というとやはり住友が牛耳っていたのでしょう，別子がね。
古河市兵衛は直利（ちょくり）を射止めた
萩 原　日本の経済史において非常に大きな役割を果たしたのが産銅業
です。ところでこの辺から，話を古河鉱業のほうに移したいと思います。
小野崎さんの本できちんと取り上げられていますが，足尾銅山は日本の銅
鉱山の中では最大の生産量を誇った鉱山でした。足尾が占めていた位置の
高さについて，どうでしょうか。のちに鉱毒問題が深刻になって農本主義
か工本主義かといった論争がおきますが，当時は農本主義のほうが強かっ
たと思います。ところが農業を守るために足尾を閉山しろという意見に対
しては，それはできないという国内世論があったのではないでしょうか。
菅 井　農本主義といっても江戸時代は鉱業が重要な位置を占めていま
す。19世紀初めの別子では3000人くらいが働いていました。鉱業部門は非
常に大きかったと思います。
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萩 原　鉱毒問題はあとでやることにしまして，足尾は一言でいって別
子とか小坂とか日立とかと比べても傑出していた，生産量からいうとかな
り際立っていたのでしょうか。
小野崎　際立っていた時代が，年表にも書きましたが，そんな長い時代
ではなくて，明治15，６年から，どうでしょう，大正……。
菅 井　明治17年に富鉱が発見されますから。17年から急速に伸びます
よね。
小野崎　そんなに長い時期ではありません。
菅 井　でも，大正期までずっと１位です。
土 井　いや，1883年，明治17年に横間歩直利という大富鉱帯が発見さ
れます。これ以降，足尾銅山の産銅量が急速に伸びまして，その結果，全
国のすべての産銅量に占める古河鉱業の所有する鉱山の産銅量の割合が一
時期，過半数を超えます。半分以上が古河の鉱山で採れた銅が占める。そ
うなったのはまさに足尾銅山です。足尾銅山が急激に産銅量を増やした。
足尾銅山の選鉱場：女性労働者を男性の監督者が監視している。
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菅 井　多い時は足尾だけで４割近くいきますから。
土 井　そうですね，４割とか。その比率はしばらく，1920年代ぐらい
まで，過半数ではないけれど，古河が30％ぐらいを常にキープしてその割
合を占め続ける。そこには足尾銅山というのが一番大きく影響していまし
た。
萩 原　古河市兵衛は，足尾銅山を相馬藩の志賀なにがし，志賀直哉の
おじいさん，直哉の自伝的小説『和解』に出てくる人物ですが……。
小野崎　志賀直道です。
萩 原　志賀直道は相馬家のバトラーというか，番頭さんですよね。
小野崎　家令といいます。
萩 原　志賀直道と渋沢栄一の３人で組んで，足尾銅山の開発をやろう
ということになる。起業するのはもちろん古河市兵衛です。その頃の足尾
銅山は廃山寸前のようなオンボロ鉱山ですよね。なぜこんな貧弱な鉱山の
開発を引き受けたのか。その点はどうでしょうか。先を見て，いずれ大鉱
脈が出てくるぞと思っていたのでしょうか。おもしろい言葉がありますよ
ね。大鉱脈を表す言葉が。
小野崎　直利（ちょくり）という言葉ですね。
萩 原　大直利と言うのですか，それを予想していたのかどうか。
菅 井　それは鉱山師（やまし）ですよ。彼は小野組の時に東北の鉱山
を回っていますから，山を見る筋を，勘を持っていたのではないですか。
山相を見るわけです。山の形とか，植物の状態とか，谷筋とか，そういう
のを見る目を彼は持っていたということです。足尾を見た時，八百いくつ
の穴がある，こんなことではだめだと言いながら。これは『古河市兵衛翁
伝』の中に出てきます。かつて栄えた山だから掘れば絶対にあると。確信
ですね。いろいろな彼の経験の中からその確信が得られたのだと思います。
だれも相手にしないような山を掘るわけです。私は本当の鉱山師だと思い
ます。
小野崎　古河市兵衛は自分の格言で，まず運だ。運，鈍，根と言ってい
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ますが，やはり運だったのでしょう。鉱山師的な勘が運を当てたと思いま
すが，彼はそれにたどり着く前に小野組というところの番頭をやっていま
した。小野組というのはご存じのように為替商ですが，初めて院内とか阿
仁という鉱山をやるようになり，その時に彼が鉱山を担当します。草倉鉱
山というのを相馬藩とやる時も彼が当てています。だから，鉱山師として
の目は持っていたのでしょう。こういう山だったらあるのかもしれないと。
しかも，アドバイザーもいたのでしょう。木村長七とかいう番頭さんも鉱
山師的なものを持っていたと思います。
それと，ぼくは先生方と違った目を一つ持っています。普通，財閥とい
うといろいろ相談する相手がいて，１人で決断できなかったと思います。
でも，彼はまだ財閥をつくる前ですから，オーナーで，ワンマンですから，
やるぞと言うとみんなついてきたのではないかと思います。住友さんとか
三井さんだと番頭さんがいて，いや，社長，やめましょうというようなこ
とがあったと思います。あそこに２万円，４万円，金を出すんだけど，金
について異議を唱える人がいなかったということがあるのではないかと思
います。ワンマンだった。
菅 井　渋沢栄一と志賀直道が協力してくれたのは，そのワンマンにど
こかほれ込んだところがあったのではないですか。
小野崎　直道は草倉鉱山をやった時に相馬藩の金を借ります。相馬藩は
草倉でもうけるわけです。相馬藩は足尾をやる時にも，草倉でもうかった
から，その恩返しもあったでしょう。少しぐらい損してもいいやと。現実
に初めは損するわけです。恩返しもあって古川に金を貸します。渋沢栄一
は第一銀行をつくる時にやはり金を借りていますし，サポートしてもらっ
ていますから，その恩返しもあったでしょう。だから，百パーセント信頼
というのではなくて，人間ですから，心情的に恩返しという面があったの
ではないかと私は思います。しかし結果的には彼らもそれでもうけるわけ
です。
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古河市兵衛の師であった渋沢栄一
萩 原　ぼくにとって渋沢栄一は，尊敬おくあたわざる実業家でありま
して，昔から大ファンでした。渋沢栄一は，もともと埼玉県深谷の豪農の
出身です。藩の代官が藩主の娘の結婚費用のために，名主たちに500両ずつ
出せといってきた。栄一はムッときて，反論した後“欲しけりゃ持ってい
け”といってケツをまくったというエピソードが伝えられています。藍玉
や養蚕を手広くやっていた富豪なのです。
後に最後の将軍になる一橋慶喜の家来になり，水戸藩の藩主の徳川昭武
に付き添ってパリ万博のためフランスに行くことになりました。ところが
フランス滞在中に，幕府が瓦解してしまうのです。しかし徳川慶喜の指示
でフランスにしばらく滞在することになります。いま日本に帰ってきても
しょうがないから帰らずに，フランスで明治維新以後の国家の設計図をつ
くってこいというのです。とくに殖産興業政策の研究をしてまいります。
帰国後，勝海舟とともに幕臣たちの士族授産事業に力を入れ，まもなく
大隈重信に呼ばれて大蔵省に入り，税制と財政をやりますが，大隈と意見
が合わず大蔵省をやめ，以降民間で産業育成事業に専念します。ですから
渋沢の殖産興業政策は，長期の視野に立った非常に戦略的なのでして，だ
いたいほとんどみな成功しています。後世世界一になる企業をたくさん設
立したのです。明治1５年創立の大阪紡績（後の東洋紡）もその一つです。
ぼくは大阪紡績のことは以前から調べていまして，古河鉱業とよく似てい
るなあとつくづく思います。
小野崎　古河の近代化は渋沢さんのアドバイスです。渋沢さんがこれを
やれということと，人も連れてくるわけです。あそこで水力発電を初めて
やるでしょう。山口喜三郎にしても，そういう人間はみんな渋沢さんが連
れてくるわけです。
萩 原　どうやら古河の経営も，渋沢流のようですね。
小野崎　もう一つは陸奥宗光とアーネスト・サトウの情報です。そうい
うアドバイザーがいて彼を助けています。渋沢さんの影響は，この人脈を
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見ると，例えば水力発電も初めてやる。コークスも深川でやる。全部，渋
沢さんです。それが東京ガスにつながる。これはみんな渋沢さんの布石で
す。しかし，渋沢さんは途中で，明治20年に古河鉱業から去っていってし
まいます。古河さん，あんた，やりなさいよ。おれの金だけ返してくれれ
ばいい。利子も何も取らずにその金を返してもらうだけです。ぼくも書い
ていますが，これは渋沢流です。だから，成功したのです。
萩 原　今の東洋紡，昔の大阪紡績ですが，あれ一つでも，世界一の紡
績会社をつくるのは並大抵のことではないのです。なのに，それこそ500社
ぐらい会社をつくってほとんどが現存しています。消えていないのです。
小野崎　いまの富岡製糸場もそうです。渋沢さんが尾高惇忠さんにやら
せるわけです。
萩 原　そうです。尾高惇忠は，渋沢さんの若き頃の漢学の師匠であり，
従兄弟でもあるわけです。
小野崎　あれも古河市兵衛が絡んでいます。だから，成功率の一番高い
人ではないですか。
菅 井　そうですよね，日本資本主義の父といわれる人ですから。そう
言われる由縁はありますよね。
古河市兵衛の志は何だったのか
萩 原　古河の企業経営は渋沢流だった，それは本当にいいことを聞き
ました。
ここで古河市兵衛の評価に移ります。意思の強い一匹オオカミ型の，ト
ップダウン型の実業家だったということですが，後ろに渋沢栄一というア
ドバイザーがいて，彼がいろいろ方向づけをやっていたと言っていいです
か。資本の調達とかですね。
小野崎　資本調達もやっています。公害防止のお金，あれは古河市兵衛
が死ぬころですが，潤吉の時代ですが，あのお金も渋沢さんがサポートし
ています。当時の100万円なんて古河では出てこないですよ。やはり陰の人
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だと私は思いますが，先生方はどう思いますか。
菅 井　有力サポーターとしてバックに陸奥宗光と渋沢栄一がいたと思
います。この２人が薩長藩閥からちょっと離れたところにいるというのが
なかなかおもしろいと思います。
小野崎　もっとおもしろいのは，この技術指導をするのが近藤陸三郎と
いう男ですが，これは江戸幕府の幕臣，八王子同心の息子です。それから，
鉱山鉄道の足尾線をつくった工部大学の工務屋がいますが，これも小田川
全之といって江戸の幕臣です。みんな薩長から離れています。
萩 原　私は八王子で育ちましたので，その辺のところはたいへん興味
深く読みました。坂本竜馬と陸奥宗光はともに軍艦奉行の勝海舟の弟子で
すし，渋沢栄一ももちろん幕臣です。明治期の幕臣というのはかなり誤解
されておりまして，一般には，幕府が薩長につぶされてしまったため，幕
臣たちは冷や飯組で，薩長に恨みを感じてひがんでいた連中だったという
ふうに思われています。『敗者の歴史』なんていう本も出ていますけど，こ
れはまったくの誤解です。なぜかというと，幕臣たちは260年間，江戸で徳
川政権を支えてきた人たちです。ろくでもないやつもいっぱいいましたが，
一つの藩の藩士であるという意識がまったくなく，国家意識がたいへん強
いのが幕臣の特徴なのです。明治維新になって静岡の１藩になり下がりま
すが，公家を上の人とはもともと思っていませんし，金に汚いずるいやつ
らくらいにしか思っていません。薩摩，長州の藩士なんて，外様の野暮な
田舎侍ぐらいにしか思っていないのですよ。
坂本龍馬と陸奥宗光は，二人とも勝海舟の門下生です。勝海舟は，幕府
をいつ穏便につぶすかと慎重に計算をしていた男で，『氷川清話』や『海舟
座談』を読むと勝海舟には，日本国をどうするかということしか念頭にな
かったことが手にとるようにハッキリとわかります。オレは徳川慶喜が将
軍を辞める時期を１年延ばしてやったのだ，徳川家のために１年延ばして
やったので，徳川はオレに足を向けて寝られないのだ。もう１年早くつぶ
れていたら悲惨なことになっていただろうというのです。財産を薩長に全
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部奪われてしまって，天璋院のお葬式も出せなかったはずだという。おれ
が徳川を守ってやったから，幕府瓦解が１年延びて，天璋院もちゃんと食
っていけるようになったとか，言いたい放題を言っていますが，要は日本
国の独立をどう守っていくかにあった。その勝海舟の弟子が，坂本や陸奥
たちなのです。薩長なんてどうでもいいのだ。要は薩長を使って日本をど
うやって強国にするか……。
菅 井　幕府方にそういう人はいっぱいいました。政治的に不運だった
人もいますけど，でも，明治政府になって活躍した人も結構います。それ
こそ榎本武揚などのちに鉱毒事件のとき農商務大臣になりますが，彼など
は典型です。できる人たちは残ったのです。薩長もそういう人たちを排除
しなかったところがあります。
萩 原　勝海舟のシナリオに沿って行われた，奇妙なデキレースの革命
だったのですよ，明治維新は。不徹底なブルジョア革命などといわれてい
ますが，実際はどうだったかというと，フランス革命も顔色がなくなるほ
どの大革命だったのですがね。（笑）
古河市兵衛という方は，ぼくにはちょっとつかみにくい人です。渋沢栄
一の場合，深谷の豊かな名主の家に生まれて，ペリーの黒船が来てからカ
ッと血が上って倒幕運動を始める，始めは過激派です。前橋のお城を襲撃
し占拠する計画を立て武器を買い集めます。年配の尾高惇忠にたしなめら
れ，もう少し時期を見て行動せよなどと言われている。そのぐらいのパッ
ション，熱情があった若者で，いわゆる草莽の志士です。古河市兵衛はち
ょっとわかりにくい。武士の出だと天下国家を論じるようなタイプが多い
のですけれども，渋沢さんは百姓の出身でしたが，尊王攘夷運動に馳せ参
じた。この人は商人の家の出でしょう。
小野崎　商人の家といっても，没落していてたいした商人ではなくて，
養子に行って，古河というところに養子に行きますが，養子に行った先も
小野組という小さいところの番頭さんです。もともと商人です。血が薄い
から陸奥さんにくっついたり，渋沢さんにくっついたり，いろいろくっつ
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くわけです。長州も結構利用していますよ。井上馨も足尾によく来ていま
すし。
萩 原　古河市兵衛は養子縁組とか娘の結婚を通じてコネをつくる，人
脈をつくっていくタイプの人間という感じがしますが。
小野崎　それは小野組の失敗の時期だと思います。三井組が井上馨にく
っついたり何かして，三野村利左衛門さんがうまくやって生き残りますよ
ね。しかし，小野組は消えてしまいます。政治家とコネをつくっておかな
いと滅びるというので閨閥をつくるのではないでしょうか。私はそう見て
います。
萩 原　いわゆる企業者ですね，アントレプレヌール（事業家）として
の抱負とか何かがあって，そのためにいろいろな手段を，薩長とはちょっ
と遠いわけですから，旧幕臣とか何かとコネをつくっておくのは当然だと
思います。しかし古河市兵衛の抱負みたいなものがよくわかりません。鉱
山業を何故起こそうとしたのか……。例えば渋沢栄一が大阪紡績を設立す
る時には，在来綿業が，イギリスからの綿製品の輸入でどんどん苦しくな
っていく時期でした。衣料品のような大衆消費財が，輸入依存になってし
まうとえらいことになる。貿易収支が慢性的に赤字になってしまう恐れが
あり，将来えらいことになる危険性がある。いまのうちに殖産興業で繊維
産業を重点的に興しておかないとだめだ。競争相手は主としてイギリスで
す。イギリスに対抗できる競争力を持った繊維産業をつくるということに
なると，並大抵のことではない。
菅 井　それに関して，それこそ古河市兵衛は小野組の時に東北の生糸
と産卵紙をずっと扱っています。これが彼の有力な商品です。でも，そち
らに行かないで銅山に行った。これについて私は小野崎さんのお考えをむ
しろお聞きしたい。生糸と絹織物は最高の輸出品です。当時は３割か４割，
戦前はずっと４割ぐらいを占めています。そちらの商人にならないで銅山
に向かったというのは何なのですか。
小野崎　糸より銅のほうがもうかったのではないですか。
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菅 井　そうなのですか。
小野崎　やはり利のほうに流れたのではないかと思います。彼はもとも
とは生糸屋です。
萩 原　銅の方が生糸よりも付加価値が高かったということかな。絹は，
木綿と比べたらはるかに付加価値は高いのだが……。
菅 井　絹を扱った商人は，群馬県の人たちもそうですが，ものすごい
金持ちがいますから。でも，鉱山に行った。何に魅力を感じたのか。その
へんはわかりませんが。
土 井　明治初期においては，鉱山は官営鉱山であったというのが大き
いと思います。その払い下げがありますが，そこで政治家とのコネクショ
ンを強力に持っていると，安くていい鉱山の払い下げが受けられる。払い
下げされるような官営鉱山には，最新の技術と技術者がいて，それがその
まま手に入るわけです。
菅 井　古河は閨閥の方はだめでしたけど。
土 井　そういった意味でも鉱山は魅力があった。官営鉱山を手に入れ
るために閨閥などがある程度機能したのではないかと思います。明治初期
の話ですが。
小野崎　その官営鉱山も，古河が買った官営鉱山は，足尾は別として，
院内も阿仁ももともと小野組のものが政府に買い上げられてしまったもの
を買い戻したという形です。その官営鉱山に優秀な技術者がいて，先ほど
の八王子の近藤陸三郎も工部大学の一期生の鉱山野郎ですが，官営院内鉱
山に行って，その後，足尾のために古河に来て初めて削岩機をやったりポ
ンプをやったりします。だから，おっしゃるように官営鉱山の有力な払い
下げの道筋として官に結びつくというのは当然のことだと思います。
最先端の鉱業技術をめざした古河鉱業
萩 原　技術者による西洋技術の吸収，技術者の育成，そちらのほうに
話を移したいと思います。渋沢栄一の大阪紡績の場合，資本は渋沢さんが
151
旧大名層と豪商から出資させて集めます。問題は，イギリスの紡績業に対
抗できるような競争力をつけなければならない，これをやらなければだめ
だ。そこで山辺丈夫という幕臣，森鴎外や西周と同じ津和野藩の出身です
が，始めは生命保険とか損害保険とかそういう保険の分野の事業をやりた
いと思って勉強していたのを，渋沢栄一が綿紡績に方向転換させた。１年
ほどイギリスに留学させて，マンチェスターの紡績工場で働いた。旅費や
留学の費用千数百円を，すべて渋沢が出した。
紡績の場合，すでに明治初期に官営工場など2000錘紡績工場が３つあり
ました。薩摩藩は幕末から機械紡績に着手していて，藩営工場を堺と鹿児
島に持っていました。しかしだいたい藩営も国営もだめでした。生産性が
低すぎたのです。生産規模も小さすぎる。だから，渋沢さんはそれらの零
細工場などほとんど当てにしておりませんでした。マンチェスターのトッ
プクラスの工場の水準（１万錘以上）をまず身につけてこいというわけで
す。
小野崎　それとまったく同じです。日本の優秀な人をアメリカ，ヨーロ
ッパに出して勉強させて，戻してきて，みんな古河に来させた。山口喜三
郎という日本で初めて水力発電をやる男も，製錬所をやる男も全部，渋沢
さんがそういう方法で古河にアドバイスをしています。金は古河が出した
かもしれませんが，人は渋沢栄一さんがこの人と見抜いて，出して，やっ
てきたのです。それ以後は工部大学，後の東京大学の工学部ですが，それ
以前は全部，留学させましたから，紡績と同じです。そういう意味では渋
沢流ですね。
萩 原　産業によってさまざまなのですが，技術吸収の方法として一つ
は，お雇い外国人の招聘があり，いま一つは，お雇い外国人に依存せずに
留学生を送り込んで技術を吸収するやりかたがあった。
小野崎　別子だとフランス人の技師ラロックをお雇い外国人として雇い
ますが，足尾はお雇い外国人を雇いません。院内とか阿仁とか，かつての
国営，官営は全部お雇い外国人でやっていた。そこで育った人間を足尾に
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持ってきます。足尾にはお雇い外国人を連れてきていません。足尾は官営
鉱山で育った人を持ってきたのです。
菅 井　技術と最新機械は院内と阿仁から入れたという感じですね。
小野崎　働き手も，飯場の人間も，鉱夫たちも院内，阿仁から，主に富
山県の人を連れてきます。キノシタ飯場などは飯場ごと持ってきています。
萩 原　この本には鉱山技術のエピソードがたくさん出てきますが，技
術陣の顔ぶれはすごいですね，精錬工場だけですけど。
菅 井　萩原さんがいま問題にされているようなことは『足尾銅山物語』
の方でもっと詳しく扱われています。小野崎さんのこの本はいい本ですね。
最初に渋沢栄一とのかかわりから始まっていますが，私はそういうつもり
で，『写真帖』とこれをセットで読んできたのです。人間関係がよく描かれ
ていると思います。
村 串　足尾を中心とした近代産業の人脈の鳥瞰図ですね。私も明治期
の産業は好きだからいろいろ読んだけど，こういう細かい人脈をつなげた
ものは見たことがない。そういう意味で産業史の専門家には，是非見ても
らいたいですね。私は素人だけど，その人脈というか，技術と人，悪い面
で言えば政商とかいう問題があるけれど，近代化と技術者の関係はとても
興味がある。
萩 原　冶金などの分野も，技術者仲間の人脈があって面白いですね。
日本の工学部でも，全部が全部冶金工学科を持っているということではな
いでしょう。いくつかの大学の工学部にしか冶金学科はないのです。
小野崎　私の専攻は湿式冶金と言うのです。冶金にもいろいろありまし
て，化学的な冶金が湿式冶金です。
萩 原　日本工学会の冶金部門などというのは，いくつかの大学の合同
同窓会みたいなものでしょう。
小野崎　そうかもしれません。
萩 原　造船技術者もそうですね。日本の世界に冠たる造船技術は，東
大工学部の造船造兵学科を中心にして形成された。
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小野崎　鉱山もそうです。鉱山もほとんど東大工学部が中心です。私が
入った製鉄もそうです。私は学者でないということと，中途半端な技術者
で，雑本読みで，先生がおっしゃるようにアマチュアだから，こういう書
き方ができるわけです。工学の学者や歴史学者だったらこういう本は書け
ないと思います。
萩 原　工学部出の技術者の書く論文とはちょっと違いますね。彼らは
みんな特許に結びつくような無味乾燥な論文ばかり書いているわけですか
ら。（笑）
村 串　ただ，すごい鳥瞰図だから。
菅 井　いろいろなタイプの人間が……。釜石のほうの本（『鉄都・釜石
の物語』）を読ませていただいてもそうですが，よくもあれだけの人間が関
係していると。小野崎さんはそれを一人ひとり解説しながらどう関係して
いるのか書かれています。足尾と釜石の２つの本を読ませていただいて，
それだけで日本の近代史がある程度わかったという感じがしました。
萩 原　鈴木淳さんという比較的若い方ですが，写真帖の最後の章を書
かれていますよね。彼には『明治の機械工業』という著書もあります。
日本の機械工業はもちろん，からくり人形を見てもわかるように，手工
業の時代から江戸時代にすでにかなり高度な機械工業が存在していまし
た。しかし，近代的な機械装置を使った機械工業は明治以降です。
その機械工業を生み出していく源流は何だったのかというと，一つは綿
紡績業です。製糸もありますが，繊維産業ですね。繊維産業の繊維機械を
早く国産化したいというので日本の機械工業が起きてきます。今度この本
を読んでわかったのですが，明治機械工業のルーツは，もう一つは鉱山で
す。鉱山機械が機械工業のもう一つの源流になっている。３番目は，どう
も海軍工廠とか陸軍工廠とか大蔵省の造幣局とか国鉄の工場とかいった，
いわゆる官営工場で，途中で払い下げになっていくやつではなくてずっと
後まで続く工廠みたいなものです。工廠の下請けとか部品メーカーという
形で機械工業がずっと広がっていく。この三つぐらいの源流があったので
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はないかと思います。
ぼくはこれまでほとんど繊維機械一元論でして，簡単にいうと東洋紡と
トヨタ紡織をつなげて近代日本経済史を全部語ってしまうくらい乱暴な議
論をしてきました。（笑）極端にシェーマ化して２社で日本近代史を語ると
いうめちゃくちゃな事をやってきたのですけれども，どうもまずいなと思
わされたのがこの本です。
村 串　足尾の古河鉱業は，鉱山機械を内製していた。日立鉱山も，鉱
山機械は日立精機でしょう。それぞれみんな，鉱山の大手では鉱山機械の
製造部門を持っていた。
萩 原　三井鉱山もそうでしたね。
村 串　それがどんどん自立していく。それが鉱山のすそ野に広がって
いく。私たちはそれがあたりまえだと思っていました。紡績オンリーでは
まずいと思うよ。
菅 井　鉱山史をやっていると，鉱山機械の内製化によって日本の機械
工業が育っていったと思ってしまう。繊維機械などは眼中にないですよ。
（笑）
古河鉱業は技術伝播の配電盤だった
村 串　小野崎さんの本を読んでいると，足尾銅山から各企業へ人脈を
通じて，人が出たり入ったりしながら鉱山技術が伝播していったことがわ
かりますね。
萩 原　文学的な表現だけれど，そういうのを配電盤と言うのです。西
欧の先進的な技術や知識をいち早く吸収して，自分のものにして，それを
全国に配電していく。東京大学工学部も一つの配電盤だけど，民間企業が
配電盤の機能を果たしていた。
小野崎　技術は現場ものですから。東京大学の工学部は学問の配電盤だ
けど，現場でものづくりをしないとできないわけですよ。小平浪平だって
東大で電気を習ってくるけれど，鉱山の現場へ行って配線したり，モータ
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ーを巻いたり何かして，これは自分で製作所をつくらなければいけないと
悟った。現場の技術屋こそが本当の配電工でしょう。設計図は大学でつく
られますが。
土 井　削岩機など，足尾は全部自分でつくりますが，なぜつくらない
といけなかったかというと，西洋から持ってきたものは現場で使ってみて
合わない。西洋人用にできているから，すごく大きかったり，すぐに故障
してしまったりする。現場に適合する形に自分たちでつくらないといけな
いというので最初はつくり始めます。でも，それがいずれももともとの技
術を，西洋の削岩機の性能を追い越してしまいます。性能で追い越して，
古河の工作所がつくった削岩機が全国の鉱山に伝播していく。どこの鉱山
でも古河製の削岩機，足尾式を使うということになりました。
機械というのは，実験室ではなく現場で使うわけですから，現場に適合
した形につくり直すという一つのプロセスがあって，そのプロセスで技術
が錬磨されていく。技術者も育っていくというプロセスがあったと思いま
す。輸入したものがそのまま使えたわけではないのです。ここはすごく大
事なところだと思います。
小野崎　削岩機だけど，今の小松製作所も小松製錬所だったのです。製
錬所の工作部門で採掘のキャタピラーをやり始めたのが，今はあんなに大
きい工場に，アメリカのキャタピラー社と競合する小松製作所という会社
になってしまっています。先生は繊維産業が技術の配電盤だと思っていら
っしゃるけれど，われわれは鉱山こそが配電盤だと思って一生懸命やって
いました。（笑）
萩 原　おもしろいのは，繊維と鉱業を比較して似ているなと思ったの
は，大阪紡績は明治15年創業ですが，まず３階建てのレンガ造りの工場を
大阪につくります。工場をどういうふうにつくるかというコンセプトがま
だ成熟していなかったころで，マンチェスターのやり方に学んだのです。
問題はそこに入れる紡績機械と工場の照明器具です。ボヤが起こってし
まったから，ガス灯ではだめだ。紡績工場は火事が起こりやすいので，ど
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うやって防火性をもった照明にするか。そこですぐ調べさせます。アメリ
カでエジソンが５年前に電灯を発明しています。エジソン・イルミネーテ
ィング・カンパニーです。一般家庭に電灯が普及し始めたという情報をど
こからか得て，では，電灯にしようと決めた。ぼくはその当時の電球の複
製を持っていますが，こんなにでかいやつです。工場の照明を全部それに
切り換えてしまう。かなり設備投資はかかっていると思います。その前に
は陸軍省に入れたとか皇居に入れたとかその程度でしたが，電灯の採用は
工場では日本で最初だったのではないでしょうか。明治16年。古河に比べ
てどうですか。
土 井　足尾はなんでも早いのです。
小野崎　日本で初めての水力発電をやるわけです。電気も田辺朔郎の京
都より早いのですから。
菅 井　蹴上の発電所ですね。
小野崎　蹴上の１年前です。
村 串　すごいね，何でも１番につくるんだ。（笑）
萩 原　電気照明にしないと暗くて困るのです。夜間照明としてはガス
灯ではだめです。それで24時間の深夜業が可能になって，紡績独特の工場
近くの寄宿舎に女工さんに住んでもらって，２交代で深夜業も行うという
労務管理の体制が可能になったのです。
もう一つすごいのは，当時紡績機械の主流はミュール紡績機でした。そ
れがアメリカでリング紡績機というのが発明されて，ニューイングランド
で少し普及が始まったぐらいの時に，大阪紡績はリングに切り換えろとい
って切り換えてしまいます。その設備投資，かなりかかると思うけれど，
担当している現場の工場長の選択ですね。設備投資のお金の工面は，渋沢
さんに頼むのですけれども。
菅 井　新しい技術の導入に関して古河市兵衛はすごいですよ。
萩 原　それは市兵衛さんのイニシアチブなの。鉱山学みたいなものを
かなり勉強していたのですか。
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菅 井　決断は市兵衛がやるでしょう。彼は最新の技術に真っ先に飛び
つきますから。
小野崎　株式会社ではないですから，オーナーですから。
萩 原　そうか，大阪紡績のような株式会社ではないのですね。
菅 井　ジャーディン・マセソン商会を介してフランスの銅シンジケー
トと契約しています。そうすると，29カ月間でしたか，その間にとにかく，
古河産出銅の全部を輸出する契約をしていますから。契約を達成するため
には最新の技術を入れるわけです。だから，日本一の技術，日本最初の技
術が本当に多いのです。
萩 原　世界的にもかなり早いでしょう。
土 井　新しい技術が発明されたらすぐに採り入れるというぐらい，ほ
とんどタイムラグはないですね。
菅 井　まったくないです。
土 井　削岩機なども，ウォーター・ライナー式などというのも，発明
されたのが伝わったら試作品を使って実際やっていますから。
菅 井　対比されると，それこそ紡績の大阪紡績と鉱山の足尾となるか
もしれません。
萩 原　よく似ているね。両方とも渋沢栄一が絡んでいるとなると，渋
沢さんというのはいよいよカリスマ的になってくるね。本当にすごい。古
河鉱業は株式会社に改組ということはしないのですか。
菅 井　それはずっとあとですね。
小野崎　明治30年，そのころでしょう。鉱害問題が起こって改組に踏み
切る。
菅 井　明治38年３月で古河鉱業会社です。これは古河百年史の年表で
す。
萩 原　大株主は一族の古河家と，あと第一銀行ですか。
小野崎　いまでも第一銀行グループですから，第一銀行でしょう。
萩 原　古河鉱業の競争力の基盤は何だったのか。非常な富鉱であった
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ことと，最先端技術をどんどん導入した近代化された鉱山だった。
菅 井　そう簡単には言えません。近代化した部分は運搬部門と精錬部
門，最初はとにかく坑外部門です。坑内部門に機械が入ったのはちょうど
日露戦争の前後で。
土 井　基本的に採鉱の部分は，坑内で掘って鉱石を採るというのは近
代化されずにずっと同じやり方が続きます。
萩 原　発破も使わないのですか。
土 井　発破は使います。発破で爆破して鉱石を採っていくというやり
方がずっと続きます。足尾銅山の場合，それだけ大きな富鉱帯がありまし
たので産銅量，採鉱量が非常に大きかった。それを何とか処理しないとい
けないというので，選鉱過程と精錬過程で近代化が図られていきます。大
きな富鉱帯があったので採鉱過程は近代化しなくてもどんどん採れる。採
れたのを処理する部門が特に近代化を果たしていく，機械化を果たしてい
くというアンバランスの中て足尾は進んでいきます。
村 串　鉱山はみなそうです。
土 井　足尾にかぎらず近代の鉱山はそういう形で発展を続けていきま
す。
菅 井　ダイナマイトを使ったのは足尾が最初ですか。
小野崎　最初ではないです。大量に使ったのは最初と言われていて，火
薬庫をつくったのも最初と言われていますが，最初に使ったのは，どうも
佐渡で使ったとか北海道の炭鉱で使ったとか言われていまして，最初では
ないみたいです。いくら最初，最初と調べても最初ではなかったのです。
（笑）
萩 原　電動ドリルで崩していたのですか。
小野崎　初めは電動ではなかったのです。初めのうちは動力は蒸気圧力
です。それから電気が入って電動になります。
萩 原　そうすると，通洞坑を最初にきちっとつくってだんだん鉱脈に
沿って掘っていくという方式，坑内の運搬の方がまず近代化していった。
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菅 井　そうですね。通洞は排水，運搬ですよね。
萩 原　選鉱と精錬も同時に近代化するのですか。
菅 井　その時期に，明治26年にコンバーターが入ります。あの時期は
坑外部分というか，選鉱，精錬部門はすごく進展します。
小野崎　坑外というのは坑道の外という意味ですね。
菅 井　そうそう，選鉱と精錬のことです。
鉱毒問題に直面して
小野崎　菅井先生の得意の鉱毒問題にはいっていったほうがいいのでは
ないですか。古河の場合，鉱毒問題は避けて通れないと思いますので。
萩 原　写真帖は当然ですが，足尾銅山の中の施設を撮っている写真が
大部分かと思います。それから足尾町の町の風景写真もたくさんあります。
鉱毒問題はどちらかというと渡良瀬川のかなり下流のほうで起こりました
から，はげ山になってしまった山の写真がいくつか載っている程度で，鉱
毒関係の写真はあまり出てこないですね。
小野崎　いや，予防工事があります。
萩 原　鉱害防止のための工事の写真はいっぱいありますね。鉱毒問題
について，古河鉱業の歴史から見ていろいろな見方をする人がいます。
菅 井　足尾銅山といっても，イメージは世代によってだいぶ違います。
萩 原　ゼミの学生たちは鉱毒問題しか知らなかったですね。なぜ鉱毒
問題を起こした鉱山の跡に見学に行くのですかと言われた。
菅 井　今はそういう結びつき方です。われわれの時代はとにかく鉱毒
問題で足尾銅山を見るということでした。その前の時代はどうだったか。
少なくとも足尾銅山を見る見方として，日本一の近代的な銅山という見方
と，日本最初の大きな公害を起こしたところ。そういう意味で日本の公害
の原点と言われていますが，日本一の近代的銅山と公害の原点がセットで
あるというふうに私どもは考えてきました。
古河市兵衛の経営方法の中で，銅山の経営と公害を，特に鉱害，煙害と
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鉱毒の被害をどういうふうに古河市兵衛はとらえていたのか。これが『古
河市兵衛翁伝』を見てもはっきり出てこない。とにかく命令されたから公
害防止の投資をやる。明治30年に政府から予防工事命令を出されて，もし
期限内にその工事が完成しなければ操業停止でした。これはかなり必死の
状況だったと思います。どちらかを選択しなければいけない。われわれが
見るかぎり最初から鉱業継続は決まっていたと考えますが，ひょっとして
工事ができなければ，世間で社会問題になっていますから，操業を停止し
なければいけない。そういう状況の中で予防工事命令が下されて，それを
受けて立ったということだと思います。その写真がずいぶんたくさんあり
ます。
私はいままで『古河市兵衛翁伝』とか『木村長七』とかで見ていますが，
特に『古河市兵衛翁伝』は何枚か写真が載っている程度で，こういう写真
がこれほど大量にあることはほとんど知りませんでした。ですから，どう
いうふうな工事をしたのかというのはわかると思います。それから，予防
工事の実態がこの写真集の中でよく表れていると思いますが，もう一方で，
一般的に鉱山自体を撮った写真がたくさんありまして，その中に足尾の山
が完全にはげ山になっていることも背景から知られるわけです。
萩 原　当時すでにハゲ山になってしまっていたのですか。
菅 井　当時の，明治20年代と30年代の写真がたくさん入っています
が，坑外の写真とか，町並みを写した写真を見ると，その時にはもう木が
ないわけです。ここからそのことがわかります。
萩 原　少し図式的になってしまいますが，足尾の鉱毒事件を見ていく
場合，いちおう三つぐらいに問題を分けて考えてみたらいいのではないか，
とぼくは思っています。一つは，鉱毒問題を社会問題化するうえで果たし
たジャーナリズムの役割です。日本の新聞ジャーナリズムは，幕臣の成れ
の果てが作ったといわれています。藩閥政府のもとで出世の道を絶たれた
幕臣たちが，在野精神と反体制的不満に満ちた新聞ジャーナリズムを生み
出した。新聞は反藩閥で，何か失政があると激越な政府批判を行った。識
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字率の高かった日本では，江戸時代から新聞ジャーナリズムが発展してい
ましたので，何か事件が起こるとすぐに社会問題化した。荒畑寒村さんの
『谷中村滅亡記』，この本も荒畑さんが20歳のときに１カ月ぐらいで書きあ
げて，すぐに出版できるような時代だった。
もう一つは，明治23年から帝国議会が開設され，議会政治が始まってい
た。民主主義の２つの柱である，新聞ジャーナリズムと議会政治が存在し
ていたわけですから，政府も国民の世論を意識して政治を行わざるをえな
い。日本の政府は，足尾の鉱毒事件に対してかなり真面目に対応している
という印象を受けます。農商務大臣の榎本武揚が,実情調査委員会をつくっ
て何カ条かの命令を出しますよね。榎本は引責辞任したのでしょう。
菅 井　それがわからない。なぜ辞めたのか私もはっきりわかりません。
小野崎　写真帖の97ページに全部書きましたが。
萩 原　この政府の対応が二つ目の問題点です。
３番目の問題は，ぼくの前からの考え方なのですが，アメリカ制度学派
のコモンズから学んだ考え方ですので，ぼくの独創ではまったくないので
すが，人間社会を，環境の変化に適応していく生物のように分析する。企
業進化論はその一部です。最近，進化的経済学（evolutionaleconomics）
がまた復活してきましたが，まだ昔のコモンズのレベルにさえ達していま
せん。それはともかくとして，企業進化のきっかけを与えるものは何なの
か。ぼくは三つあると思っています。進化のきっかけを与えるのは，一つ
は従業員や労働者からの異議申し立てで，もう一つは消費者や顧客からの
批判です。消費者としての社会が，この企業はもうだめだと言い出したら
企業は立ち行かなくなります。典型的には公害問題ですが，最近は食品公
害が深刻です。しかしこういう外からの批判をきっかけにして企業は進化
していくのです。企業は脱皮をしていかざるをえなくなります。もう一つ
は政府がどういう規制をするかです。企業進化のモメントは，この三つぐ
らいではなかろうかと思っています。
古河鉱業は早いうちに深刻な鉱毒と煙害の問題にぶつかってしまった。
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しかも世論はたいへん厳しくて，問題を解決できないのであれば廃業せよ
という。政府もかなり苦慮する。その中で古河も，企業としてどんどん進
化をとげていかざるをえなくなります。鉱毒問題を解決せずに進んでいく
ことはできなくなります。
菅 井　この時代の銅の位置を考えてみますと，全輸出額のうちの５％
とか，多い時は９％ぐらい行きます。そのうち足尾銅山の占める割合が多
い時は３割，４割ぐらい行くわけですから，花形の輸出産業です。生糸と
絹織物が最高ですが，その次は銅です。そうすると，安定した輸出産業の
銅，その産銅のトップ企業が古河です。その古河の足尾銅山です。
その古河の足尾銅山を停止させようという運動ですから，いま考えてみ
てもすごいことです。運動自身，成立しそうもないような運動です。いま
でしたら新日鉄の高炉を止めろみたいな感じです。そうしますと，それ自
身がもともとひょっとしたら無理なことだったかもしれません。でも，そ
ういう鉱業停止論を唱えざるをえないような状況が歴史的にあった。その
前に，操業が盛んになってきた明治20年代半ばぐらいに田中正造が出てき
て質問しますが，その直後に示談契約を結んでいます。２回の示談契約を
結んで，それが農民の行動を縛ってしまう。示談契約で縛られてしまって
動けなくなってしまいます。
萩 原　示談解決が動き出すのは明治10年代の末のことですか。
菅 井　いえ，明治25年から27年の間です。
その制約を打破するには，問題を政治化するしかなかった。田中正造は
おそらくそう考えたと思います。個別にお金でもってやり取りしていたら
負けてしまう。だから，政治化する。社会問題化して政治的決着をつける。
それが合法的なやり方です。鉱業条例に基づいてわれわれは要求するとい
うわけです。彼は徹底した合法主義者です。徹底したというか，ぎりぎり
の合法主義というか，それをやるわけです。
本当に不思議なのは，彼は１回として古河の本店にも行かないし，足尾
銅山にも行ってないのです。
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萩 原　行っていますでしょう。
菅 井　もちろん行きますが，それは大衆的に押しかけたのではありま
せん。調査に行きます。これは先ほど萩原さんがおっしゃったように，当
時の政治状況を反映していると私は思っています。初期議会の流れをまだ
汲んでいます。だんだん自由民権派が弱ってきますが，政府側に寝返るや
つがどんどん増えてきます。かつてのように過激ではなくなりますし，だ
んだん思想も和らいできますが，それでも議会多数派ですから，そこに依
拠して運動をやる。当時の政治状況を反映した運動でもあると思います。
ジャーナリズムの動きもそうだと思います。そのへんを解明していかない
と簡単には言えないところがあります。当時の議会の状況もそういう状況
で，だんだん民党派が減っていく時代です。
古河は公害防止工事を本気でやらなかったと言われていたが……
小野崎　そのへんのことはいろいろ語られてきました。私がここで語ろ
うとしたことは，公害防止工事を本当にやっていたのか。やっていないと
言う人もいるし，やっていたと言う人もいる。写真もあまり出てない。で
も，探したらあったので，これはとにかく出さなければいけない。不完全
かどうか知らないけれど，公害防止工事はこういう状況でやっていた。脱
硫にしても，排水処理にしても，砂防にしてもやっていた。これが一つ。
それから，田中正造が本当に足尾に行ったのか，来たのか。たしかに『田
中正造全集』が出て足尾に行ったことはわかった。何か写真があるのでは
ないかと思って一生懸命探したら，これが出てきたのです。これは私が写
真を探していると世の中に訴えることによって出てきたのです。この田中
正造の写真が出て，田中正造さんがどういう形で来て，どういう人たちを
引き連れてきたかというのがわかりましたので，これは一つの写真として
残るのではないかと思います。奇しくも私のじいさんが撮っていて，私の
じいさんのタイトルも残っているし，後ろに来た人の署名も残っているの
で，史料として価値があるのではないかと思って喜んで載せました。
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菅 井　小野崎さんから，これ，あったよとお電話をいただいて，あと
でコピーを送っていただいて，私は本当にびっくりしました。こういう田
中正造は初めて見ました。すごい写真です。この時は，『田中正造全集』を
見てみますと，被害民の連中が７人ついていっています。ただ，日程がち
ょっと違っています。
小野崎　日程は書いた人が間違っているのです。４月12日になっている
けれど，４月12日に東京を出発しているのです。
菅 井　そうです。
小野崎　ここに着いたのは14日か何かです。
菅 井　14日に足利を発っています。この時，被害民の代表も７人ほど
一緒に付いていっています。それがどれかわかりませんが。
小野崎　96番という写真です。
菅 井　これはたいへん強烈な印象のあった写真です。
土 井　この長いマフラーをした人ですね。
菅 井　本当に田中正造かと思ったぐらいです。
土 井　田中正造というと汚い身なりを連想しますからね。
菅 井　いや，そんなことはない。議会人ですから。普通はきちんとし
た和服姿です。
土 井　いや，イメージだけですが。
菅 井　そんな汚いイメージではない。晩年になるとそういうイメージ
になりますが，この時代は和服で，隆とした国会議員です。
小野崎　写真の真ん中にいる人です。
菅 井　長いマフラーと，コートを着ている雰囲気ですよね。寒いせい
もあるでしょうけれど。
土 井　マントですか。
菅 井　うん，マントかコートです。帽子も，田中正造を見ますと，こ
ういう帽子というのは普段，かぶってないのです。
土 井　草鞋を履いていますか。
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菅 井　草鞋かもしれません。靴みたいですね。
土 井　草鞋っぽくも見えます。
小野崎　いろいろな人がこれを見ました。
村 串　これはどこから出てきたのですか。
小野崎　ここに渡辺渡がいます。当時の農商務省の鉱山局長です。渡辺
渡は東京大学を出て後に東大の教授になります。それで渡辺渡の史料が一
式，東京大学に残っていたわけです。それを処分というか，整理しなけれ
ばいけない。その渡辺渡史料の中にありました。渡辺渡のサインが入って
います。だから，渡辺渡さんが日にちを間違えたのです。
村 串　自分が出発した日を書いたのですね。
小野崎　ええ，自分が出発した日を書いています。おそらく田中正造さ
んも，当時の曽禰大臣も全部，この写真を持っていると思いますが，散逸
してしまったのでしょう。
菅 井　見たことがないですね，場所はどこですかね。
小野崎　小滝です。
菅 井　小滝でいいのですか。
小野崎　小滝の，今の小滝の製錬所の跡がこれになります。
菅 井　小滝の里になっているところですか。
小野崎　いや，違います。
菅 井　あの向こう側，反対側ですか。
小野崎　もっと手前の，小学校の下のところ。グラウンドのところです。
菅 井　少し斜めになっているのですか。
小野崎　元製錬所の跡です。小滝の里は元選鉱所の跡ですから。
菅 井　こんな広いところがあったのですか。
小野崎　私の子供のころはグラウンドになっていました。いま林になっ
ています。
菅 井　当時の工事としてはすごい工事をしていたんですよね。古河の
年間売り上げがたぶん300万円ぐらいの時です。
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小野崎　坑内から出る水を，石灰を入れて中和するところです。そして，
排水する。沈殿池です。
脱硫装置はムリだったが排水装置が20年前にできていれば……
萩 原　『足尾銅山』を読んで一番強く印象に残ったのは，公害防止の大
事業をやるでしょう，やったけれど，煤煙の脱硫化は極めて不完全で思う
ようにならなかった。
菅 井　脱硫はできません。
小野崎　当時の技術力では無理です。
萩 原　当時の担当の技術者の悔しさを考えると，本当に涙が出てくる。
悔しかったと思う。何とかしてやらなければいけないと思いながら，でき
なかったのですよ。
菅 井　この沈殿池とか中和工場をもっと早い段階でつくっていれば，
被害はグッと減ったと思います。十数年なかったのですから。小さいのは
ありましたが。29年にも予防工事命令が出ています。小規模の工事命令が
２回ぐらい出ています。その時に農商務省もたぶん図面を描いたと思いま
す。
小野崎　これを指導したのが小田川全之といって，これも幕臣です。
菅 井　のちに田村直臣が行って小田川全之に会います。足尾を見て彼
は考えを変えて，足尾，すばらしいとなっていきます。小田川全之に案内
されたらしい。田村直臣はクリスチャンですから，ずっと鉱毒被害民の側
についていたのですが。
小野崎　小田川全之が小野崎写真館で撮った写真がありまして，足尾歴
史館に展示してあります。彼は徳川幕府が滅びて沼津に行きまして，沼津
の兵学校の付属小学校に行きます。それでずっと幕臣でいて，幕臣で悲哀
を見て，工部大学を出てからこの工事を担当します。工部大学の土木の一
期生です。
萩 原　鉱毒事件というのは，チッソの水俣病事件とか森永砒素ミルク
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事件と比べてみて，被害者の動きはどうなのでしょうか。
菅 井　健康を害した人もいっぱいいたと思います。ただ，当時はそれ
より経済的被害のほうを重視したわけです。ただ，上流のほうは煙害被害
の救済を申立てていますが……。
萩 原　経済的被害というのは要するに田んぼがだめになってしまった。
菅 井　そうそう。健康被害者は相当いたはずですが，そういう調査は
部分的に行われましたが，担当した人がイギリスに留学したために途中で
止まっています。上流のほうは呼吸器疾患がいっぱいいたはずですが，調
査したことはありません。ただ，住めなくなってみんな出ていきます。
小野崎　カドミとか水銀と違って，有毒物質ではなくて有害物質です。
だから，速効性より遅効性なのでしょう。畑が荒れて飢え死にしたり，副
作用で死んだり，そんな形ではないかと思うので，統計もとりにくかった
と思います。
菅 井　一番の不幸は，足尾銅山と被害地が40キロ離れていたことで
す。その間を桐生側から登るのは大変です。ほかのところはみな被害地が，
製錬所とか鉱山の周辺にあるわけですから，いつも被害民が押しかけると
かそういう抗議行動があるわけです。交渉があって激しくやり合います。
それが足尾はなかなかできなかった。足尾へ行くためには日光へ行って，
日光から細尾峠を越えて入るわけですから，２日がかりです。そこでの被
害民と鉱山側との交渉はない。ほとんどできない。逆にいうと，被害民で
足尾に勤めるという人もほとんどいない。非常に少ないわけです。
萩 原　水俣とはその点がだいぶ違いますね。水俣ではチッソに直接関
係した犠牲者がたくさんいて……。
菅 井　いっぱいいます。
萩 原　水俣では足元の住民が犠牲者だったから。
菅 井　ほかの鉱山の場合はみな近くですから，そういう点では鉱山側
もいろいろな手が打てるし，農民側も逆に使ってできたのですが，足尾の
場合は切れている。ずっと切れた状態が続いていると私は見ています。
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鉱毒防止のための沈殿設備（1）
鉱毒防止のための沈殿設備（2）
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小野崎　たしかにそういう見方もありますね。
萩 原　水俣はそうゆう意味では，内輪でおこった事件でした。谷川健
一さんという水俣の町医者の長男で，谷川雁など学者３兄弟の一人で民俗
学者になった人ですけれども，谷川さんは，水俣病院の院長がよく碁を打
ちに来ていて，水俣病の原因に気付いていたのではないかというのです。
うちの廃水が影響しているのではないか，調べてみないとわからないけれ
ど，そういうふうに疑っていた。院長といえばチッソ内部の，上のほうの
人です。そのうっとうしいような，暗い，どうしたらいいかわからないよ
うな，医者としての深刻な悩みですね。
もう一つ，ぼくの教え子はわりと森永乳業の社員が多いのです。森永乳
業へ行ったら苦労するぞ。森永乳業は砒素ミルク事件で莫大な補償の負債
を負っている。それはずっと，100年も続く大変な補償だぞと言っているの
です。入社の時はそんなに強く意識しなかったけれど，砒素ミルク事件の
深刻さというのに入ってみて初めて気付くのです。しかし精神的にもみん
な相当鍛えられ，成長していきますよ，森永の社員は。
菅 井　森永はいまでもそういう教育をしています。古河市兵衛は，工
事が終わって間もなく，数年で亡くなるでしょう。そのあとどう考えてい
ったかというのがあると思います。そのあと，古河は工事が終わった段階
で鉱毒問題から離れてしまう。次に明治40年ぐらいの段階になって各大学
に寄付金を出します。ですから，経営者の思想というふうな問題があった
と思います。例えば北大とか東北大とかに寄付を出しています。でも，そ
のお金を，補償金として出しても被害地は受け取らないかもしれませんが，
被害補償に使っていたらその後の感覚はだいぶ違っていると思います。古
河は被害地に対してまったくお金を出していません。初めは，示談の時に
出したのですが，いったん工事が終わった段階で鉱毒問題はすべて終わっ
たことになります。
萩 原　民事の損害賠償はやったのですか。
菅 井　それはしていない。お金のほうはあんまり言わないのです。そ
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れは戦後に問題になります。
萩 原　その点についてはむしろ渋沢栄一の対応を知りたいですね。渋
沢さんだったら，たぶん補償をしなさいと言うのではないでしょうか。渋
沢さんが経営者であったら。
菅 井　そのへんはわかりません。
萩 原　渋沢さんは私的な財産をほとんど残さなかった。あの人はみん
な福祉事業と教育事業にお金を使ってしまったのですから。
菅 井　そういうことがあります。この工事がこの時点ではなくて，も
っと早い時点でなぜ行われなかったのか。それと，前にも小野崎さんにお
聞きしましたが，粉鉱採集器の写真があったらぜひ見たい。私はアメリカ
の鉱山博物館に行った時にそれらしいものを，写真に撮ってきたけれど，
やはりわからない。これにちょっと似たものなのか。沈砂池はありますが。
小野崎　粉鉱採集器というのが書いてありますから。
菅 井　粉鉱採集器というのが結構重要なポイントです。今度あったら
ぜひ教えていただきたいと思います。
足尾銅山を産業遺産としてどう残していったらよいのか
萩 原　鉱毒問題はこんなところでよろしいですか。
村 串　小野崎さんから見て今の状況をどう考えていますか。足尾の遺
産は，一つの研究課題です。いま私は，足尾と川下の間にはさまって悩ん
でいるのですが，足尾を日本の第10番目の産業遺産にしようという問題が
起こっています。足尾の世界遺産指定の運動があって，私も賛成署名をし
ているのですが，問題は，川下との関係です。
萩 原　被害地の人たちですね。
村 串　うん，被害者。その運動をどう見るかという問題があります。
これから例えば世界遺産運動を盛り上げていけばいくほど，その軋轢が出
てくることは目に見えています。そこのところは今日，きつい問題ですが，
避けられないのではないかと思います。
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小野崎　私の個人的見解が中心になると思いますが，萩原先生は企業進
化論という形でおっしゃったけれど，企業は進化しなければいけない。足
尾というか，古河が鉱業を展開するにあたっては公害防止を手がけなけれ
ばいけない。菅井先生は途中で途切れたと言いますが，ぼくは最終的には
あれが古河のテーマだったと思います。それで大正時代には公害研究所も
つくっています。鉱業界ぐるみで足尾に公害研究所を，鑛業研究所という
名前でつくっています。そういうことをやってきて最終的には，戦後です
が，自動精錬になって無公害の製錬所をつくり上げた。これが古河の最終
的な宿命だし，企業の進化だと思います。
いま足尾は産業遺産のことをやっていまして，私はそこの理事の１人で
す。どういう形で世間にアピールするか。足尾の光の面もあるけれど，陰
の面こそ重要です。世の中，いま環境の時代です。公害というのはとんで
もないことになるということをまず訴える必要があります。私は写真でも
訴えたいし，先生は先ほど学生さんたちを観光に連れていったと言いまし
たが，私はそうではなくて，史料館をつくる。観光ではなくて，光の面も
わかる，陰の面もわかる史料館です。
町も金を出してくれなかったし，企業も金を出してくれなかったので，
これはボランティアでやっています。そして，それをむしろさらにアピー
ルする。産業遺産は何かといったら，光の部分より陰の部分ではないか。
陰の部分をどう修復したか。最終的に設備として自動精錬が完成したこと
が一つ。もう一つははげ山の緑化を現実にやる。これは大部分国のお金で
やっていますが，ボランティアも参画してやっています。治山あっての治
水ですので，ハゲ山を放置するととんでもないことになる。はげ山を修復
するために今必死でやっています。100年，200年の問題ではなくて，かな
りの時間がかかるということも訴えなければいけません。これも産業遺産
ではないか。陰の部分を訴える遺産づくりということに力点を置いていま
す。
村 串　小野崎さんの気持ち，考え方は前から聞いていますし，陰の部
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分についてもずっと発言されています。ただ，今日ぶつかるとすれば，例
えば川下のほうから……。
小野崎　川下から私のところに，それについて一体化でやらないかとい
うふうな反響が来ています。あそこも，谷中村も谷中遊水池も遺産である。
谷中遊水池も遺産であるから一体ぐるみでやらないかという意見が一つあ
ります。それと，いや，とんでもない，谷中は切り離してくれという二つ
が私のところに来ています。下流は，私どもに向かってではなくて，県知
事に向かって，一体でやりませんかという要請を現地からしてというのが
記事になっています。
菅 井　私はこの間からあちこちで報告をしていますが，足尾が銅山の
遺産の部分，プラスの遺産の部分，生産設備とかそういうところをあまり
強調しすぎてそっちばかりに行ってしまうと，また下流との距離が出てき
てしまいます。いま小野崎さんもおっしゃったように，いままではとにか
く上流と下流が切れた関係になっています。下流の人たちは足尾に行って
植林運動や何かをやっているわけですから，ぜひ上流から下ってきて被害
地に来ていただきたい。被害地には具体的な被害者がいるわけですから。
日本の近代化の遺産という意味で足尾は日本一の近代的銅山である，しか
し公害の原点の足尾銅山という両面を指摘していかないといけないと思い
ます。そうしないと，今の世界遺産の基準からしても世界遺産として通ら
ないと思います。通れば，おそらくアウシュビッツとか広島とか，そうい
うものと並んだような遺産になると思います。
萩 原　小野崎さんが言われた最初の部分ですが，今の世界遺産は魂胆
が見え見えです。観光化して経済的に少し潤おうというわけですから，観
光資源としてしか見ていないわけです。それはそれでいいですよ。観光資
源は観光資源でいいのです。だけど，観光資源としての価値がないものだ
って，産業遺産としてきちっと保存しなければいけないものはたくさんあ
ります。
明治の工業化の時期に早期に深刻な公害問題にぶつかって，悪戦苦闘し
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て，時間はかかりましたがいちおう公害を克服した。この鉱毒事件は，住
民運動，県議会・国会・政界，新聞ジャーナリズム，経済界など民主主義
社会の役者が総出で演じた大芝居でした。しかし時間はかかりましたが，
古河鉱業は，鉱毒問題を最終的に自力で解決したのです。足尾の鉱毒事件
は，近代日本が直面した大きな試練でした。この試練を，日本人はなんと
か乗りこえていくことができた。犠牲者が泣き寝入りしなければねらない
ようなヒドイ国にはならなかった。危機に直面してこれを乗り越えていく
日本人の能力の高さに，驚嘆せざるをえません。まず住民運動が起こって
田中正造が立ち上がったのが大事な点です。日本は民主主義の普通の国だ
ったわけです。そんなことだってやれない国のほうが今でも世界には多い
のですからね。田中正造のような抗議運動なんかやったらすぐに殺されて
しまうような，お隣のどこかの国のような国がまだいっぱいあるのですか
ら。そういう意味で足尾銅山は，日本の近代を代表する産業遺産として……
菅 井　歴史的な遺産として，住民運動の遺産として。
萩 原　観光遺産としてではなく，民主主義的に発展してきたすばらし
い日本という国の産業遺産として残すべきではないでしょうか。それこそ
古河鉱業の公害対策技術の展示とともに谷中村の遺産も全部含めて残すべ
きではないでしょうか。
小野崎　光の部分の設備がもう残っていないのです。残っているのは写
真ですから，それでいま写真中心の展示をやっています。陰の部分だった
ら，沈殿池は残っています。沈殿池とダムは残っています。それから緑化
の現場も残っています。こんなところで展示せざるを得ないと思っていま
す。
菅 井　はげ山の部分も，もっと近くで見られるはげ山の部分を，無理
やり植林しないで残しておくという方針を私は前から言っています。でも，
やれるところは全部やってしまえという雰囲気で来たので，今ずっと奥の
ほうまで行かないとはげ山が見られないのですよね。
小野崎　国土交通省が残すことを決定しました。
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菅 井　残さないといけません。
小野崎　残すことを決定した時期が遅くて，一番奥のところになってし
まったのですが，仮に決まれば，あそこまで入れてくれると言っています。
はげ山の峨々たるところを見せるべきだと思います。そういうことをしな
いと歴史的な遺産にならない。
観光については，あそこは観光地，日光市足尾町です。日光市という世
界遺産があります。ぼくは産業人としていま訴えるものは足尾の，先生が
おっしゃったような公害に対する，結果は別にしても歩みがわかるように
やるべきだと思います。下流の人に対してもいま緑化を通していろいろ交
流をやっていますので，昔より気心が通じるようになってきたと思います。
下流も緑化を手伝ってくれますし。わが歴史館を見ても，百パーセント賛
成ではないけれど，いま半分ぐらいの気持ちで来てくれています。
菅 井　小野崎さんが書かれたものはちゃんと，そういう点では鉱毒問
題とか公害問題に触れてお書きになっていますが，そうでない方が結構い
らっしゃるので，そこがトラブルの元になっていると思います。でも，小
野崎さんのような考えで，産業の急速な発展というのが，一方でたいへん
なマイナスをもたらしたということを足尾の人たちに認識してもらえる
と，下流の人たちも行きやすくなると思います。
小野崎　私もリーダーの１人ですから，できるだけ，おらが足尾という
ので，あまり足尾に身勝手に身を入れて光のところばかりをしゃべり，陰
を隠しているようなところがあるけれど，それについては抑えるような努
力をしています。それは間違っているよという言い方はどんどんしていま
す。
菅 井　渡良瀬川という流域でものを考えていったらいいかなと思いま
す。
萩 原　大変おもしろい，いいところに話が行ったと思います。近代遺
産として日本が世界に誇るべきものは何かといったら，一時公害問題で大
騒ぎをした結果，公害対策では世界で一番進んだ国になることができた。
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これは日本人の大きな誇りです。足尾銅山をそういう歴史教育のためにも
是非残しておきたいですね。
小野崎　ありがたいことに古河機械金属という会社がこちらを向いてく
れたのです。いままでは製錬所に立ち入り禁止，選鉱場に立ち入り禁止と
いうのを，何らかの形で入れてもらえるような形をつくりましょうという
ことを容認していただきました。いままでは危険だから入れないよという
ことでしたが，あるところまでは見せるようにしましょうという考え方に
なってきたこと自体はすばらしいと思います。森永の話ではないけれど，
古河も知っている人は知っているのではないですか。
村 串　そういう意味で私は真ん中にいるわけです。
菅 井　渡良瀬川の真ん中にいらっしゃいます。（笑）
村 串　古河自身がそこらへんをもう少し，俗な言葉でいえばちゃんと
反省して，それで生かす，自らも生きる。よくわからないけれど，あいつ
ら，だめだという断定的な考え方が決してないわけではない。そういう時
にちゃんと反省の姿勢を見せないと……。
小野崎　そうしないと企業は生きられません。
村 串　そうですよね。
小野崎　新しい，若い人も入ってこないし。
村 串　今の議論は大いに古河のためになることなのです。
小野崎　だから，古河さんも史料をどんどん出してくるようになったし，
特定のところも見せるようにしましょうということになってきたのではな
いかと思います。これはいいことではないかと思います。
足尾銅山は友子資料の宝の山
萩 原　最後に労働問題をやりたいと思います。
村 串　特に足尾の友子の史料についてお話しておきたい。何年か前に
足尾の本山鉱の友子の箱元（はこもと）史料というのが段ボールいっぱい
出てきました。それについては，地元のお寺の住職の太田先生が一生懸命
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分析して，すでに『足尾銅山の社会史』という本を出していまして，実は
何回目かの森嘉兵衛賞を受賞しています。その時に私はその史料を見て，
悪い学者だと自分が分捕って書いてしまいますが，私はそういう趣味はな
いので，太田さんがまだ原稿を書いている時に赤字を入れたり何かして，
ぜひ先生がまとめてくださいということでまとまったわけです。そのあと
土井君みたいな古河出身の友子研究者が出てきて……。
萩 原　土井さんは足尾町出身ですか。
土 井　私は日光。
村 串　私は太田先生との約束で，こんな貴重な史料を簡単に外に見せ
ないでくれ。まずコピーを何種類かつくって，見たい人にはそれを見せて
公開する。私自身は一式コピーして持っていましたが，土井君があの史料
を見たいということで彼のところへ行っています。私は太田さんの仕事を
そのままいただいて自分の友子研究に利用したけれど，彼はもう１度見直
したので，そのことを聞いて欲しい。
萩 原　では，その話からお願いします。
土 井　足尾銅山にはいま友子の史料が一箱ドサッと残っていまして，
これは非常に価値の高いものです。友子の史料は全国的にもそうそう現存
していませんで，これほどまとまった形で残っている史料はほかには見ら
れないぐらいまとまって残っています。その内容も多岐にわたっています。
例えば鉱夫の人員名簿。友子という集団に加入していた鉱夫のすべての名
前があります。あるいは来山者の記録。足尾銅山に来山してくる鉱夫がた
くさんいますが，その名前と年齢と出身地，すべて記録したもの。それか
ら友子の運営記録。どういうことにお金を使ったか。各友子の成員からい
くらずつ徴収していたか。会費の額とか徴収した回数，すべてそういうも
のがわかる史料が足尾には残っています。
ここから本当にさまざまなことがわかってきます。私がいま研究してい
るのは，主に来山者記録というのを使いまして，あと人名簿，在籍者の名
簿を使いまして，鉱夫が当時，年間どのぐらい入退山をしていたか。年間
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何人やってきて，何人退山していたか。こういったこともこの記録から算
出して割り出せます。結論からいいますと，足尾は流動性の高い地域とし
てありまして，鉱夫というのは当時，本山には1000人ほどの友子鉱夫がい
ましたが，年間で300から400ほど退山しています。その退山によって空い
た穴を足尾銅山にやってくる来山鉱夫を雇用することで埋めていく。それ
でうまい具合に雇用が行っているといったこともこれらの史料からわかっ
てきます。
この史料の原本がいま龍蔵寺に保存されています。
村 串　太田さんが住職をしていたお寺です。
土 井　いま太田さんはお亡くなりになっていますが，史料はそのまま
龍蔵寺が保存しています。これを今後どうするかというのは，まだはっき
りしたことは決まっていないようですが，ぜひとも足尾の文化遺産として
きっちりした形で保存していただきたいと私は考えています。
村 串　小野崎さんに保存をお願いしたい。
土 井　足尾資料館のほうにぜひこれらの史料の管理をお願いしたい。
小野崎　足尾資料館は友子史料とか労働組合の史料は集めてないので，
それもむしろ龍蔵寺の住職からいただくなりしなければなりません。個人
的な話ですが，龍蔵寺の住職に聞くと，あれは太田さん個人のものであっ
て，太田さんの奥さんが整理して，太田さんの弟さんのところへ行ったと
いうのです。太田家でお金を出して買ったものだから太田家に移っている
というのです。それも太田家からいただくなりして足尾に持ってきたいと
思っています。これは任せてください。
それから，労働運動関係の史料はかなり集めました。労働組合の方から
もいろいろ出してもらって集めています。飯場の史料などですが。
土 井　足尾暴動関連の史料は栃木県立文書館のほうに古河鉱業の経営
史料として一式すべて残っています。紙焼きが。
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足尾暴動，協調会，福祉資本主義
小野崎　足尾暴動の写真がない，ないと言っていましたら，私のじいさ
んの写真が出てきました。１枚そこに出していますが，10枚ぐらい出てき
ました。明治40年の暴動です。写真帖には１枚も載せていませんが，『足尾
銅山物語』の方には１枚載せています。その関係でかなりの写真が『物語』
の方にも載っています。明治40年でこれだけ山がはげているわけです。２
枚目の写真ですが。
菅 井　暴動事件の時は，小野崎一徳さんも隠れていたわけですよね。
写真を撮りに出る暇なんかないわけです。古河鉱業の幹部の一人だから。
萩 原　幹部は皆隠れていた。
小野崎　これは暴動が終わってからの写真です。
菅 井　暴動の時に写真など撮っていたらやられてしまいますから。
小野崎　だから，暴動後の写真が残っているということです。
村 串　暴動の写真を撮っていたらおもしろかったのに。（笑）
小野崎　暴動の写真は，こんなのはみな絵ですよね。暴動後の写真が一
徳の写真の中にはあります。
菅 井　永原さんからコピーでもらった写真というのは建物が写ってな
いのです。新聞記者が撮ったものでしょうか。
小野崎　新聞記者の写真もあります。
萩 原　足尾暴動とよく似た労使紛争が，アメリカでも起こりました。
ラドロウの大虐殺と呼ばれている事件です。コロラド州のラドロウ鉱山で
起こった事件です。ロックフェラー一族が所有していたコロラド燃料とい
う会社ですが，そこで大暴動が起こります。西部鉱夫連盟という移民労働
者を中心とした労働組合が起こした争議です。これは本当に銃撃戦でした。
この事件をきっかけにしてアメリカの大企業の労使関係は大きく転換して
いきます。福祉資本主義といわれる企業体制に転換していくのです。1907
年（明治40年）のことですから，足尾暴動とほとんど同じ時期です。
ぼくは二村さんからいただいた『足尾暴動の史的分析』という本しか読
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んでいないのですが，足尾暴動の後の動きを考えると，日本の経済界は足
尾暴動をきっかけにして労働問題をどういうふうに処理していったらいい
かの再検討を開始します。その結果協調会をつくります。協調会もやはり
渋沢さんが音頭をとってつくっています。渋沢さんは，三菱，住友，三井
などに何万円かずつ出させて協調会をつくります。古河鉱業のほうは，こ
れまで主従の情誼論で労使関係を処理してきたのですけれども，暴動後は
これではちょっとまずいということで，経営家族主義に転換する。社長が
父親で，従業員，鉱夫たちは子供だ。主従の関係ではなくて親子関係でや
っていかなければいけない。協調会の方は，労使の意思疎通を重視し，協
調主義を打ち出していきます。
ですから，足尾の暴動は明らかに日本の労使関係の大きな転換点になり
ます。そういう意味でぼくはいつも学生に，企業が変わっていくのは，鉱
夫たちが焼き討ちとか，一見するとやくざみたいな行動をやるけれど，こ
ういう事件が大きなきっかけになって社会とか企業は変わっていくんだよ
と言っています。足尾暴動についてはどうでしょうか。
村 串　日本の労使関係をその後変えていくきっかけになった。例えば
別子の連中は足尾でどうやっているか見てこようと見学にきます。友子に
ついて言えば，足尾の経営者が友子を企業内化して労使協調体制をつくっ
ていく。労使協調がいいかどうかは大問題だけど，そういうふうにして労
使関係を発展させていく。それを周りの企業，鉱山だけではなくてほかの
産業もそうだけど，足尾がどう変わっていくかを参考にしながら自分のと
ころを変えていきました。
もう一つ，友子だけについて言うと，足尾モデルというのがあって，足
尾の友子の原型みたいなものがよその鉱山にどんどん波及していく。例え
ば働けなくなって奉加帳を持った鉱夫が２年半で272円の金を寄付で集め
ます。全国の鉱山をまわってね。その10％近くが足尾で払われています。
この額で見ると足尾の鉱夫の友子に対する思い入れがどれだけ高いかとい
うのがわかります。２年半で集めた寄付の10％近くが足尾から出ている。
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これは足尾の友子の重みですが，同時に足尾銅山の鉱山界における重みと
いうのを感じます。足尾以外の鉱山も足尾を見ながらやっている。
土 井　特に，先ほど萩原先生のおっしゃった話とかかわりますが，足
尾銅山は飯場制度を改革していくのも早いですね。飯場制度改革の一つの
大きなきっかけになったのが暴動です。それまで鉱山の労務管理はいわば
飯場頭という人物に一任していた。鉱夫の面倒も飯場頭の責任でやれとい
うふうで，企業は直接的にはタッチしていなかった。間接的にしかタッチ
してこなかった。足尾暴動が起きて企業もこれではちょっとまずいと自覚
して，それ以降，飯場制度改革を行いつつ，企業と労働者の関係を直接化
していきます。企業が労働者を直接管理する。いわば現代的な企業の労務
管理のあり方というのがそれ以降だんだん形づくられていきます。
今回の小野崎さんの写真集にもありますが，足尾で行われた運動会とか
自転車競走会とかいろいろイベントがあります。時代を見ていただければ
わかりますが，これ，ほとんど大正です。大正期，大正10年代です。これ
がまさに結実というか，企業が労働者を直接管理して，労務管理して協調
的な関係をつくっていくという中で，運動会とかマラソンとかレクリエー
ションが導入されていく。これが新しい時代の企業と労働者の関係の結果
でもあるわけです。それ以前は飯場頭に一任されていました。前者から後
者へという転換の一番大きなきっかけとしてあったのが，転換点としてあ
ったのが足尾暴動であったと私は理解しています。
小野崎　私が最近見つけた情報なのですが，安全管理です。古河が一番
初めに一括雇用する形態になった時，組合問題はさておいて，労務管理で
は安全第一。いま安全第一と言いますが，セーフティー・ファーストを安
全専一という言葉で入れてきます。これは小田川全之です。小田川全之は
アメリカへ行ってきて，企業が一括雇用するのだったら安全をとにかく大
事にしないと大変だ。それで今の鉱山保安協会というのができますが，そ
れもやはり足尾がリードするわけです。それをやった人が小田川全之だと
いうことを最近知りました。これには書いてありませんが。その史料もか
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なり入れました。
土 井　小田川の時代に社内報を出しますよね。そこに安全専一という
言葉が出てきます。
小野崎　『鉱夫の友』か何かで出してきたはずです。
土 井　『鉱夫の友』で出てきますね。
鉱夫はアウトローだったのか？
萩 原　最後のテーマになりましたが，企業城下町の話をしたいと思い
ます。これは実は労働問題と関係があります。ぼくが最近読んでいる本は，
興味を覚えると同時に抵抗を感じている宮崎学さんの『近代ヤクザ肯定論』
などの一連の著作です。最近はヤクザの研究もだいぶ盛んになってきまし
て，労働運動のルーツ（原点，オリジン）は，近代のヤクザ集団だったと
いう議論が提起されてきています。港の沖仲仕と，舟運・川で物資を運ぶ
船頭たち，これら運送労働者の労働組織が近代ヤクザの発端であったとい
うのです。
土 井　川筋ですね。
萩 原　そう川筋です。あと，土木工事の土方たち。それと，どういう
わけか鉱山が出てきます。日本の近代ヤクザ発祥の四つの代表的集団が，
港と川と鉱山と土木の現場だというのです。
菅 井　飯場。
萩 原　そう飯場です。ここで親分，子分関係が形成されて，一種の労
働組織が基盤になった集団が形成された。それが任侠思想と結びついて近
代ヤクザが生まれたというのです。宮崎学さんは，最近，そういう類の本
を３冊ぐらい書いています。
ともかくそこに鉱山が出てきます。鉱山労働者，鉱夫というのはどうも
宮崎さんの頭の中でも，不熟練労働者で，流れ者で，どちらかというと被
差別部落出身者が多くて，まともな家庭も形成していなくて，無学で，独
特のカルチャー，入れ墨とか任侠とかそういう気風を持っている。暴力が
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かなり重要で，けんかに強い。そういう集団だと見ています。その点では
友子を研究された労働社会学者の松島さんも同じですが。一瞬，松島労働
社会学の亡霊がまた出てきたかと思いました。今度は『近代の奈落』など
の本ですが。筑豊などを見ていると，宮崎学さんの言っていることはかな
り的を射ているようにも見えますが。
菅 井　たしかに炭鉱はね。
萩 原　うん，炭鉱はね。ただ，金属鉱山はどうですか。
小野崎　釜石鉱山にはヤクザはいませんね。
萩 原　先ほど土井さんが言われたように，足尾でも学校教育の普及が
早いですよね。子供を学校へ入れるということは，鉱夫の人たちも含めて
家族を形成しているということです。それと小学校では，運動会とか何か
いろいろな催し物がありますよね。写真館ができてくる。足尾町には映画
館はなかったのかな。
小野崎　多いのです。映画館も劇場も多いのです。
萩 原　そうすると，都市的な文化施設が山の中にできてくるには，住
民にそれだけの所得がないとだめなのです。すっかんぴんの人ばかりでは
レジャーなどの文化的施設は営業していけません。どうも聞いてみると，
足尾の鉱夫は仕事が終わって山から出てくるとまず駆けつけ一杯。料理屋
で一杯いくらのコップ酒を３杯も４杯も飲んでいる。駆けつけで３杯も４
杯も飲めるだけの金が稼げたわけでしょう。それも毎日でしょう。
小野崎　だから，足尾の町には女郎屋など非常に多いですね。料理屋が。
萩 原　遊廓もあるのでしょう。
小野崎　遊廓もありました。
萩 原　だから，足尾の人々は相当遊んでいた。アウトローどころか，
熟練労働者だったからこそ，収入も高くて，だから結婚相手にも恵まれて，
普通に労働者として家族を形成することができた。学校もできて，町もで
きてくるのは，そのためではないかと思いますが，どうですか。
村 串　不熟練はかなりいるし，流れ者みたいな者もいないことはない
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けれど，中心になる，鉱山を技術的に支えている連中がしっかり固まって
いて，その周辺にそういうのがたくさんいるということで，逆です。荒く
れだけで形成されているというのはまったく誤解も甚だしい。炭鉱だって
そんなことはない。炭鉱の採炭夫は不熟練労働者という説があるけれど，
炭鉱だってそんなことでは成り立たないのです。
菅 井　鉱山とか炭鉱というのは独特な文化サークルができるでしょ
う。文学サークルとか。だから，そういうのはやはり評価し直してもいい
と思います。やくざ者の世界というイメージは私には全然ありません。
村 串　いろいろな品評会をやっている。絵を描く人も多い。
菅 井　山本作兵衛さんの絵なんて見てもわかります。
村 串　そういう人は鉱山の実態にあまり迫ってないと思います。実証
的に研究していない。
萩 原　その辺について決定的な本を出してくれませんかね。どうもく
り返しくり返し，鉱夫の労働組織をヤクザの原型とみなす見解が出てきて
いますので。
土 井　鉱山の社会は固定していたのではなくて，やはり時代，時代で
だいぶ変わっていっているのです。先ほど話が出ましたが，例えばテニス
コートがあって，購買場があって，演劇場があってという鉱山の社会が生
まれてくるのは大正期です。その社会は一つ，鉱山の典型ではあるけれど，
それとはまた違った社会の典型というのが明治期にはあったりするわけで
す。そのイメージが漠然としていると，明治期の鉱夫をそのまま鉱夫全体
のイメージとして語ったりして，これは非常にまずいことになる。やはり
社会のありようも鉱山の発展とともに変わっていく。そこに住む人々の考
え方とか，思想，信条，ライフスタイル，すべてにおいて時代とともに変
わっていっていると思います。それを細かく一つひとつ見ていかないとま
ずいだろうと思います。
菅 井　私は何回かアメリカへ行ったことがありますが，アメリカの鉱
山史研究では，鉱山社会学というか，鉱山社会を研究する論文がどんどん
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出てきています。いま言った誤解の一つは，市原さんがよく報告した友子
のこと，これは村串さんの専門ですが，取立式の写真など，あれを誤解す
る人たちもいっぱいいます。
村 串　やくざの儀式と似ている。
菅 井　やくざの儀式とは違うのですが，あれも全然誤解なのですが，
普通の人から見るとやくざのように見える。
萩 原　少なくとも松島さんは誤解していますよ。（笑）
菅 井　うん，たしかに誤解している。（笑）鉱山社会はもっとトータル
に分析する必要がある。
村 串　やくざとはまったく違うと思うけど。
土 井　親分，子分という言葉が出てくると，どうしてもやくざを連想
してしまいますね。
菅 井　私は鉱毒問題にかかわっていますが，鉱山史はすごくおもしろ
い。鉱山の社会というのはすごく魅力があります。山に入った時，鉱山の
町並みとか，人がどういうふうに集まっているとかが面白い。だから，い
ろいろな人が鉱山に集まってくるわけです。小野崎さんの本の中にもあり
ますが，いろいろな人が集まってくるというのは何か引きつけるものがあ
るからだと思います。それは何なのか。
村 串　私は明延鉱山の労働組合史を書きましたが，鉱山コミュニティ
というのがあって，経営者と労働組合の連中は顔を突き合わせて暮らして
います。労使で闘うけれど，結構仲がいい。それと，独特のカルチャーを
持っている。教養もあります。俳句の勉強をしたり，習字の勉強をしたり
している。閉鎖されているがゆえに，その中で自立的な人間をつくってい
こうというのがあって非常に魅力的だった。今日は小野崎さんには，本当
は足尾の文化人とか政治家についても語って欲しかった。鉱山というのは
面白い人物が多い。
萩 原　社宅の独特の文化があってね。
村 串　うん。非常に優秀な人たちを輩出しています。これは鉱山独自
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の持っている栄養分があって，例えば技術者，洋行帰りだったりする人た
ちの影響を普通の鉱夫の人たちが受けたりとか，まさにるつぼの中でみん
な鍛えられていったというふうな側面も含めて独自の社会です。独自の社
会だから見下すということが，よそからときどきあるけれど，そうではな
くて，持っている力はすごいのです。
小野崎　でも，企業城下町というのは企業が滅びると大変です。ぼくは
足尾で味わい，釜石で味わい，繊維の，紡績の町も全部，日本における企
業城下町は崩壊です。いま残っているのは自動車だけですか。
菅 井　でも，釜石は人口が半減しても元気がいいのではないですか，
だめですか。
小野崎　いや，社宅がないと。
萩 原　長いことありがとうございました。これは大変貴重な写真帖で，
いろいろな意味で，日本近代史，経済史，鉱山史，労働史などにとって貴
重なドキュメントであり，歴史に残る大きな本だと思います。森嘉兵衛賞
として表彰できたことは，むしろ誇りといえます。
小野崎　表彰していただき，ありがとうございました。お陰さまで受賞
できました。
萩 原　「フニクリフニクラ」というイタリアの有名なカンツォーネがあ
りますね。あの歌は，ベスビアス火山に登山鉄道ができてしばらくして作
曲された歌です。登山電車に乗って初めて子供たちが山に行く，その時の
子供たちの興奮した世界を歌ったものです。足尾銅山というのも，わくわ
くするようなところがある鉱山でした。今ではもう何も珍しくなくなりま
したけれど，明治時代に登山鉄道どころかロープウェイまでできたのです
から。そんな山は真っ先に見に行きたいですよね。足尾町のやつらは，毎
日ロープウェイを見ているんだな，うらやましいなと。
小野崎　子供の頃家からいつも見ていましたよ。
村 串　江戸時代でさえ鉱山というのは最先端技術をもった，そういう
おもしろいところだったのです。最近の歴史家が悪いね。先進性を全然見
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ていない。
小野崎　佐渡金山の話が出まして，囚人が足尾に来ているのではないか
とか，囚人がいつまでいましたかとか，足尾の歴史館で聞かれるわけです。
これはちょっと困ってしまう。
村 串　あれには松本清張の影響があると思う。『無宿人別帳』を読むと
犯罪者集団なんて書いてある。あの人の初期の作品ですが。
小野崎　鉱山も無宿人の世界だと書いています。
村 串　計算したら，足尾に囚人が入ったのは何十年間で700人ぐらい
しかいないのです。佐渡の金山には何万人ですよね。それでも，流人や囚
人は鉱山のつきものというイメージが出回ってしまった。憤懣に耐えない
です。
萩 原　どうも長時間議論いただきありがとうございました。
